
Title W・S・ジェヴォンスの「石炭問題」
Sub Title
Author 寺尾, 琢磨

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1943

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.37, No.6 (1943. 6) ,p.475(1)- 505(31) 
JaLC DOI 10.14991/001.19430601-0001
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19430601-

0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


ー彳i七ニ(4r))田三詁暹 

〇八一八五一嫌棚 社 版 出 應

區 芝 郤 京 衆  

ーノ ニ田三

B

6
 

.
ニ
七
八
頁 

i

地
_1

葉

，
 

S

賫
價
ー
圓
六
芄
錢

 

內

地

送

料

一10

錢

第
二
次
歐
洲
大
戰
勃
發
し
、
和
蘭
木
國
が
獨
取
の
前
に
壊
娀
し
て
失
つ
て
ょ
り
"
英
國
内
に
弋
呶
遽
に 

蘭
領
淘
外
植
民
地
‘に
對
.す
る
關
心
が
堉
加
し
た
~
於
、‘
そ
れ
に
臌
へ
て
英
王
立
_

際

問

'題

硏

究

所

が

情

報 

省
.ょ
り.公
刊
し
た
る
が
本
#

で
あ
る
,°

即
ち
信
摅
す
る
に
足
る
數
竽
C

#

M統
計
表
二
十
セ
8

み

明

^

な

る

解

說
2
を

以

て

そ

の

防

族

•

制

度
*'
經

濟 

を
意
へ
■

■
弗
に
.、
：在
 々

)
： 1
1
:

次
*
|
<戰

勃
*

上

丨

大

來

頭
«

藥
^

§

迄
.

:fe
te
.KI
'
:(
c

^

w
®̂i
pp
.
^
c
-
1:
1

^
&'
(0
'
;
_ 辦
保 

,

:
| 

: 

: 

:

:

.

並
.に
そ
_の
:4
產
物
と
歐
训
戰
爭
と
の
關
係
. 

に
就
て
赏
及
す
る
。！
加
之
こ
の
灿
間
に
於
て「
英
阈
が
如
何
に
和
做
の
植
比
地
を
觀
た
か
？」

が
瞭
然
；
 

と
窺
は
れ
る
.の
で
あ
る
'。
今
や
窗
蘭
印
，は
そ
の
豐
甯
な
る
物
淹
を
维
げ
て

.ロ
奪
旗
の
下
に
新
し
<
發
见 

し
つ
V
あ
る
狄
、
形
小
な
り
と
雖
^

^
敗
す
べ
き
他
.山
の
石
た
る
を
失
は
ぬ
で
ぁ
.ら
ぅ
。

，
。
崩:'
,
'
.一
：
 

一p.
'

-•
.
:第
：
-
:
寧 

一一
#
.
三
車 

第
：四
#

■
.

碩

廊

度==
=
=
:ー
：
マ

麟
^

偶
6

住
.
民

，
制

度

」

_

^

:
領̂
'

度
=

農
;:
:
-
:產
：：：：：

び
：/:'
:
'鑛

.'
-
.
摩
ー

閼
頜
印
度=

エ
橥
•

贸

易

•
海
運

:
.へ
へ

.

■ 

;
.
- 

, 

. 

’ 

; 

■
,
、
 

>.■
► 

;

顆
西
印
埂
；=
^

'-
,
:般
’

.;
'
;
'事
;:
,

傾
-.
:
-
:
:產
，
_

-

囊

王

立

國

際

問

題

研

究

所

原

著

市

川

恒

四

鄭
.

W

,

.

?

•
ジ
.ェ
ヴ
オ
ン
ス
，の

«

炭
！
！
：

題」

'

.

•
 

■
' 

•

,

内
パ
.

容

.
• 

' 

* 

• 

:

•

'

1
、
「

石
炭
問
題」

の
由
来
‘ ；

,
、

.,
•

.

.
、

.
一r

吖
界
め
枧
概
.

\

 

;
 

、
 

•

(

.

.
1
1
}、

そ
の
成
架
-

‘

-X

國
グ
淹
曼
上
の
獨
占
的
地
位
が
、
後
進
謂
國
よ
り
.の
競
耶
に
ょ
つ
て 

の
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
ジH'

ヴ
ォ
ン
ス
が
石
炭
問
題
を
執
筆
し
つ

寺

琢

b
つ
た 
* 多 

八 少

パ 六 と  

. © . も 
年 / 脅  

代 か  
は さ v 
、、 、れ 

' 英 始  
’國 め . 
壷 た  

業 の  
め は  

謂 •. 
は 一  
t 八 

黄 七  
金 〇 
時 年

代 代  
'V- DI

ミ

、

• 

• 

, 

、、
 

1

ア
>'
£

4

竹
は
、、
英
國
產
業
ゐ
請
は
を
赀
金
時
代
他 

-

_

•
そ
の
が
々
た
る
前
繁
は
、
'と
れ
を
遮
る
何
等
.のf

影
も
豫
f

れ
な
か
.̂
)>

,
物

も

敢

へ

て

一

ヶ

の

暗

影

を

國

民

，の
而
油

.

. 

V

. 

.

.

.

へ.
.-
 

' 

リ

.

..̂0
0
,



w

ヴ
ォ
ゾ
石
炭
間
.題

，
'

,
.

ノ

■

へ

:

.

.

.

一
一
-、

(

四
七
六〕

特
ち
來
り
，
英
國
產
業
の
£

棒
止
す
べ
き
匕
と
V
'
-、、否
、
退
行
ナ
ベ
童
と
を
す
ら
豫
雷
.し
た
も
？
が
、‘
-實
に
ジ
"

ヴ
才
ン
ス
の「

石 

炭
問
題
：1
詳
し
，く
は「

石
炭
陬
題
丨
國
民
の
進
步
と
我
阈
炭
坑
の
襄
的
涸
渴
、に
、關
す
る
硏
究」

(

€

 

O

E
 

f

 

f

 

g
 

M

g

a

q
 

C
o
n
c
e
r
n
i
n
g

 

t
h
e

 

p
r
o
i

 

o
f

 

f

,

N

l

n

,

'

a

n

d
 

t
h
e

 

p
r
o
b
a
b
l
e
,

 

w

x

hs'
.

'

s

f
 

o
f

 

O
u
r

 

c
b
a
l
-
m
f

' 1
S
6
5
)

，だ
つ
た
の
で
あ• 

る
o

後
段
說
く
が
如
く
、
彼
の
警
は
必
^
'
し
も
當
ら
な
か
つ
た
。
併
し
英
國
の
政
狀
ヵ
正
に
崩
壞
の
危
，機
に
直
"面
し
て
ゐ
る
こ
み
は 

亭
實
で
t

o

 

.こ6

意
味
に
，於
て
、今
を
去
る
‘八
十
年
の
，昔
に
現
ば
九
た
英
國
害
論
を
願
る
こ
•と
は
必
ず
し
4

爾
で
は
な
か
ら
ぅ
。

盥
に
_

何
は
、
そ
の
出
版
の
前
後
の
稱
に
於V

勘
か
ら
1

興
味
裏
る
も
の
:̂

あ
る
。
出
版
當
時
の
ジ
ヱ
ヴ
才
ン
ス
は
年
齒
僅 

、か
三
十
歲
、
未
だ
學
界
に
何
等
の
地
歩
を
も
有
せ
ざ
る
謂
は
晶
名
の
：|
円
¥

に

過

ぎ

な

か

り

た

。
(-
ー

年

前

の■
八
六
ニ
年
以
來
彼
は 

の
機
會
に
經
濟
.

.
の
諸
問
，_
ic
;

關
す
る
自
己
.の
主
張
を
*:

東
し
來
つ
た
が
ハ
'
何
れ
I

己
の
期
待
に
副
ふ
が
如
き
繁
は
生
ま
な
, 

か
つ
た
の
で
あ
る
。
被
の
■學
說
を
一
賞
す
る
棒
徵
は
、
周
知
の
如
く
’

そ
れ
，が
歡
に
大
膽
■寧
直
衣
る
こ
と
で
I

O

、こ

れ

は

自

說

に 

私
ノ
て
別
し
て
^ ,

烈
な
、る
確
信
を
も
つ
人
に
非
ん
.ば
敢
へ
て
爲
し
得
な
い
4

こ
'ろ
で
あ
ら
ぅ
0

故
に
で
の
種
9

人
ほ
ど
自
已
■の
失
敗 

5

し
S

激
し
易
い
の
，
あ
つ
て
、
こ
れ
I

復
せ
ん
と
す
姜
欲
は
異
常
と
感
ぜ
を
る
點
ま
S

揚
さ
れ
る
も
の
，で
あ
る
。 

「

石
炭
問
題」

執
筆
當
時
.

_

け
る
«

グ
.

『
ン
ス
片
心
理
狀
態
甘
正
レ
ぐ
斯
ぐ
^

如
き
も
の
で
あ
つ
f

言
ぅ
る
で
あ
ら
3

以
下

去
の
輪
靡
を
描
き
、
.
以
て
本
書
成
立
，の
油
來
を
明
か
に
し
戈
い
.と
思
ふ
。 

，

' 

.

間
知
の
如
く
-

ジ
ヱ
ヴ
ォN

K

は
最
初
目
^,

科
學
を
奪
攻
し
、’
l

A

m
年
、
十
/\
-
囉
に
し
て
爆
洲
'

|

ユ
ィ
造
，
幣

局

-
の

分

析

官

に

め
て
•之
が
組
織
的
硏
究
を
開
始
し
だ
の
で
あ
る
。
‘■.
一
八
ち
一
年
お
は
、
彼
.

Q，

覆

慕

的

籠

を

暗

，示
す
る
と
.こ
ろ
の
全
く
性
質
を
興 

'に
す
る1

f
<>

づ
^

文
'を

W
H
彦

^
.
>
i
d
a
t
i
o
n
'
.

'

に
提
出
し
.た
，0
■..ナ̂

ぬ
季
If

變
1/
-
の
!/

計
的
硏
デ
を
：內
容
^

す

る

s
r
u
d
y

 

o
f

づer
i
s
c

 

c
l
e
r
c
i
a
l

• .F
l
u
f
f
s

 

I

却ive 

:
D
i
f 

ms, 

.*t
?

-

u§
 j

つ
は
經
濟
理
論
の
數
學
的
性
質
を
叙
述
し
た 

. I
k
e

 

of G
l
a
L

 Mathematical T
b
l

 

of P
I
C
3
1

 

E

c
§
l

,
で
.あ
る
，。
こ
れ
ら
論
文
は
同
年
九
月
のI

會
席
上
に
於 

て

管

れ

た

が
"
格

別

の

暴

を

！

せ
ず
し
て
終
っ
た
。
提
出
論
文
に
對
す
る
；
^
の
.自
信
は
_
,
大
な
る
も
の
が
あ
り
、提
出
直
後
、
 

兄

f
f
i
l
s
に
送
つ
た
臀
簡
に
は
、
次

の

一,

飯
.が
あ
る
。「

こ

の

論

文

は

そ

各

誓

れ

.る
他
の
論
文
金
部
を
合
は
せ
た
も
の
に
恐
ら 

く E1

敵
す
る
ー
私
は
私
の
理
論
が
友
人
達
、ゃ
學
嗜
一
般
に
如

g

な
る
鬆
を
與
へ
る
か
を
削
闫
し
て
ゐ
る
。I
は
祉
手
が露

を
：！：

'

つ
め
る
ょ
ラ
に
、
ぞ
れ
を
目
つ
‘め
る
で
あ
ら
う」

S

一
、
。

故

に

そ

の

不

滿

足

な

f

は

痛

く

彼

を

失

望

'
せ

し

め

た

も

の

、

如

く

.同 

^

の

末

日

Q

日

記

.に

は

次

の

如

く

 

f

れ
て'
ゐ
.

る
。
•

「

本

年

は

衮

希

望

の

多

ぐ

が

充

‘t

れ
.

ま

た

多

く

が

踏

み

に

じ

ら

れ

た

。
.
.
私
は 

M

•

の

稱

號

を

得

芒

、

私

の

經

濟

理

論

は

有

識

社

#*
に

紹

介

さ
.
ル
たo

*

併
し「

言
の
慰
め
ネ
賛
成
も
與
ぺ
ゝ
ら
れ
な
か
つ
ダ
惟
ふ
に
私 

わ
努
力
方
向
忘
け
I

功
•

は
、
靈

以

上

に

霞

な

る

，

p

の
、
如
く
せ
i

。
本
年
•一
 

年
S

は
多
分
I

I

失
つ
.
た」

(

託
5

。

,

またこグぼ彼は景氣豫沏

S

表
を
作
製
し
、
と
れ
を
實
業
界
に
販
■«
'

せ

ん

と

試

み

た

。
•
こ

の

種

の

事

業

.

は

、

今.日

で

-
は

匀

れ 

^

國
で
も
毫
も
f

す
る
S

I

V

,

が

、
，
當

時
S

W

は

全

く

署

企^

あ
っ
た
。
上
記
の
兄
へ
の
書
簡(

一̂
^

九
月
十
四
日)

の
う
ち
に
、
述
べ
て日
く
、C

昨
日
如
は
私
I

表

が
R

t

 E
x
f
g
e

內
の
m

版
背
S

に
陳
列
さ
れ
て
ゐ
る
の• 

‘
を
見
て
滿
足
じ
た
。
猫
は

S
t
a
n
f
o
r
d

に
、
約I

り
、
そ
れ
を
f

に
廣
出
す
ょ
う
說
得
し
た
が
-

ど
の
程
度
に
寶
れ
たか
は
f

 

半
ら
な
ル」

と
c，

,:
a

と
の
出
版
は
自
續
で'な

を

れ

，
た'^
'
僅

か

に

グ
ィ
ムk

及
び
エ
-コ
ノ
’ミ
ス
ト
に
紹
介
さ
れ
たr
け
で
、
洁
周 

.失
敗
に
終
っ
^
:
s

r尤
も

出

版

費

一

ー

ー

〇

賴

乃

ポ

一

一

一

暴

の

う

ち

'
,

「
1
「

〇
礙
以
上
は
管
さ
う
だ
か
ら
、
大
し
た
損
寄
で
は
，

H

ハ
一
 

.C

璧

y
}

言
つ
て
姑
ゐ
る
が(

註
六)

o
.

パ
.

r
 

< 

t
 

‘

ハ̂

j 

)

 

L
e
t
t
e
r
s

 

a
n
d

 

J
o
u
r
n
a
l

 

o
f

 

.
w
.

 

s
t
a
n
l
ê
J
e
v
o
b
s
,
1
8贫

，p
*

1

6

9
 

• 

.
ハ‘ぐ
.

•

-

.

へ，
'
 

w
 

.

$

,v
f

ス
の
’
、石
炭
附
顧

 

H

. 

'

(

四
七
七

〕

.



*

w
i
-

ク
ェ
ヴ

<

ゾ
ス
の
石
炭
問
題

 

'

’

 

.

.

四
'

 

(

s
o

C 
独
一D

^
s;
. p.

175 

、
 

,

ぃ
マ 

I 

.

,

> 

.(

S

I)

 

I
b
i
d
'
p
.

 

1
6
9
.

 

- 

‘ 

‘ 

.

.

.

•

-

,
.

.

'

 

0

&

 

I
b
i
d
.

や.
1
6
5

 

,

:

 

,
 

.

(
註
丑
>
 

I
b
i
d
p
.
1
7
8

 

■
•

パ....

>

■

,

............

 

,

.
■'
:
;美

齡
_

遍

賴

纖

_

'̂
:

が
_

_

で
、E

n
g
l
i
s
h
,
I
d
s

は
彼
等
の
.
手
許
に
十
部
し
か
殘
つ
，て

.ゐ
な
い
。
こ
々
資
上
.で
私
にW

疲
十
志
戾
ら
て
來
た
。V」

c

l

.
 

P
.
1
3
8〕。

併 

,

し
な
ほ
#

引
き
損
失E

終
‘つ
た
5

S

は
叨
か
で
あ
る
。

. 

、
.， 

.-.ノ 

' 

.

,

次
の
K,

六
三
還
月
來
に
は
、
、彼
の
小
册
子 >
 

ぞ
ユ
§
3 §

1

ぼthe 

V
a
l
u
e

 

o

ハGold,, 

a
n

ニ
 ts 

S
o
d
a
l

x w
l

s
 set 

f
o
&

 

.が
出
版
さ
れ
.

^
こ
の
；！
^
；̂

ー
八
八
‘四
¥
、
：
即

ち

彼

の

死

後
.ニ
，年

を

茶

て

、

上
記
の

「

周
期

的

商

業

變

，

の
硏
究

」

そ
の
他
の 

.，諸
論
文
と
共
に
、Investigations 

ia 
C
u
r
r
e
n
c
y

 

a
n
d

 

F
i
n
a
n
c
e

為
石
論
集
に
收
錄
さ
れ
た
^

■
そ
の
も
つ
學
的
義
は
、
.數
あ
る
彼 

:
.
.の：奢
作
：のダ
ち

..で
4>
最
%
法
目
^
る
.：べき

.も

：<0
.
>ニ

あ

：る

0ト
：
そ

れ

，
は

.，
ナ

八

五0
年
頃
に
發

 ̂

ゴ
'ル
>
ァ
及
び
濠
汾 

,
の
金
蛸
が»
し
た
务
供
*&
.澈
め
*
4
<が
如
何
.に
金
の
價
値
を
.下
落
^
1>
め
.た
か
を
具
體
的
.に
論
證
し
"
‘そ
れ
I

生
ず
る
多
種
な
る
影 

響
と
そ
の
對
•策
とを

！！

考
じ
た
も
の
で
、
結
論
と
し
て
一
方
で
，は
金
慣
値
下
落
の
有
利
な
石
を
認
め
.る
と
共
に
、
他
方
で
•は

金

.
供

給

の 

'

增
加
が
無
意
味
な
'る
を
斷
言
し
.た
の
で
お
る
。
、前
者
.に
'つ
い
て
は
日
く
、.r

マ
：力
ロ
ッ
ク
氏
は
、
金
價
値
下
落
に
ょ
'つ
て
損
害
を
受
け
る 

侗
人
，的
場
合
ば
あ
’る
t
し
て
も
、
い
ま
暫
く
こ
れ
を
措
く
と
す
れ
ば
、
そ
れ
.は
最
も
有
カ
な
妬
影
響
を
辩
す
に
和
違
な
.い
と
論
じ
て
办 

る
が
、
私
は
ヒ
れ
fo
全
•く
赞
成
せ
ざ
る
を
#'
な
い
9
そ
れ
は
國
^，
し
て
何
物
.に
も
勝
し
•て
負
債
と
習
憤
の
舊
い
桎
松
か
ら
解
软
せ
'し
め 

る

。

ぐ

れ

.
は

S

の
富
•を
享
受
し
つ
，、
あ
る
人

4

幾
分
の
犠
牲
6

V

V

.

.
現
に
.甯
.玄
作
飞
ま
た
獲
;#
し
っ
，、
德

*
<
:
々
の
總
て
に
報

政
の
梢
如
を
窗
す
。
そ
^

-|
-
1
社
' #

の
沽
動
勤
勉
な
る
階
級
^

促
し
^

新
た
な
る
が
九
に
向
は
じ
め
る
、
衰
々」

と(
註
ー〕
0

然
る
.に
.最
後

■ 

の
頁
に
於
て
は
次
の
如
く
言
つ
■て
ゐ
る
。「

も
し
富
と
は
人
類
に
と
少
て
快
激
有
用
な
る
も
の
と
猶
す
れ
ば
.、
濠
洲
及
び
カ
リ
フ
ォ
ル
一
一 

ア
の
谛
出
す
る
單
f

金

は

、
，勞

働

の

^
1
大
知
而
し
て
殆
ゼ
無
駄
な
浪
費
に
過
ぎ
だ
い
と
安
5
.
.て
斷
言
じ
得
ょ
ぅ
9 

i

世
紀
又
は
そ
れ 

.
- M

.- J
*

似
前
に
' ^
' 
, I

:

般
■に
金
^

銀
は
.唯
.
'
.

1...

の
嘗
と
考 
'
へ
ら
れ
たV O

筆

し

そ

：れ

.ら

.
は

寳

.の

..尺

度

で

あ

り

車

輪

で

.あ
り
得
た
.が
ら
o
.
:然
る
..に 

今
や
金
.は
そ
.れ
自
身
に
於
‘て
|

,
と
'認
め
ら
：れ
ぅ
る
最
後
0

も
の
‘
上
つ
で
軚
り
>
'
貨

勢

と

し

て

の

，そ

の

最

1

有
^

金
の
稀
少
性
と
い
ふ
こ
-

jgQ

み
が
唯一

の
理
山
な
るKJ

と
が
ょ
り
正
確
‘に
判
？

來
た
？
卜

金

の

覽

か

复E

人
が
、直
接
為
益
を 

享
け
る
と
い
ひ
得
る
の
は
、
金
於
低
廉
と
な
る
こ
士
に
ょ
？

裝
飾
そ
の
他
貨
幣
以
外
の
用
途
に
む
多
く
利
用
出
來
る
限
り
に
於
て 

夂
し
'か
^
い
0
金
や
發
風
が
”
新
植
民
地
を
建
設
し
;:
'
英
國
か
人
民
と
言
^ ̂

(

ふ 

が
如
き
間
接
的
効
描
は
、
こ
れ
，を
過
度
^
霞

/^
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
併
し
そ
れ
自
身
に
於
て
金
の
撥
掘
，は
、
世
界
全
：般
に
關
し 

て
は
、
殆
ど
I
働
の
，無
駄
な
，浪
費
と
し
か
思
へ
な
い
.。
卽
ち
政
府
が
人
民
を
無
視
し
て
通
貨
を
濫
發
し
そ
の
價
値
を
引
.下
げ
る
に
異
ら 

ざ
る
人
類
に
對
す
る
害
惡
で
あ
を
£
 
一
w
o併
し
こ
れ
ら
の
結
論
そ
の
も
の
は
、
何
れ
も
特
に
と
り
立
て
、
言
ふ
ベ
き
ほ
ど
の
も
の
で 

は
だ
い
0
本
書
の
特
徵
は
、
金
.價
値
の
下
落
を
正
、確
.に
把
握
.ず
る
，.手
段
..と
し
‘て
の
へ
物
債
指
數
の
、諸
問
題
を
始
，め
.て
科
學
的
忆
展
開
し
た 

點
に
在
る
の
で
あ
つ
て
.
ケ
ィ
ン
ズ
は
こ
の
間
.の
消
息
を
.次
の
如
く
傳
ベ
•て
ゐ
る
9「

金
傲
値
下
落
.の
意
味
及
び
^
の
，問
題
に
適
當
な 

る
測
定
方
法
は
瞹
味
を
極
め
て
ゐ
た
。N

e
w
a
a
r
c
h

及
びM

c
c
&
o
c
h

は
金
、の
購
買
力
の
、何
等
の
低
下
が
存
在
す
る
か
否
か
を
疑
ひ> 

爾
後N
e
w
m
a
r
c
h
,

は
、
判

斷

を

差

按

え

た

ゥ

タ

H

ヴ
ォ
ン
ス
は
價
格
指
數
の
’問
題
^
事
實
上
始
め
か
ら
解
か
ね
ば
な
ら
な
か
つ
たo

そ 

上
て
彼
は
^
~の
小
[1
|
}
-
子
に
，
於

て

、

そ

れ

以

前

の

潘

#'
»'
全
部
を
マ
括
-̂
た
ほ
ど
の
業
ぼ
を
擧
げ
た
と
い
つ
で
も
過
言
で
は
な
い
。
^̂ : 

為

■
議
議
薇
灘
猶
，

:1
魅
.

の
：：

間
題
、
' 算
術
乎
询
‘と
^
何
平
均
と
の
S

選
撒
、
氣
常
ぬ
^j

動
す
る
品
目
は
除
外
す
.ベ
き
か
否
か
、
一

_
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む

'

如
何
な
る
商
乱
&

を
以
て
.豪
も
ょ
く
代
表
釉
1

見
猶
し
.ぅ
る
か
等
を
'̂
'

时
し
た
。
欠
’で
一
八
四
五
年
ょ
i

ハ
三
年
ま
で
の
各
坪 

に
つ
き
三
デ
九
商
品
の
月
平
均
儐
格
に
截
く
一 

聯

、の

斯

數

を

作

製

し

>

そ
の
結
艰
を
ば
別
の
低
位
の
七
十
九
商
.品
に
0
.
い
て
の
^
案
に 

ょ
つ
べ
输
^;

レ
廣
正
し
^

ゐ
る
0

. 

•
' 

•
.
•

膨
次
な
統
計
5:
,
處
理
す
る
に
.
、

’;^

斷
の
努
カ
^

獨
勒
性
と
及
び
1£
-確
な
'̂
)

手
腕
と
資
料
の
巧 

,
妙
忽
る
制
御
を
以
て
し
’
> 

而
も
そ
.
の
.仕
事
'を
較
滅
す
べ
き
先
人
も
杈
ぐ
勞
働
節
約
歡
械
も
な
く
全
く
獨
カ
で
開
拓
す
る
ど
，い
ふ
大
な
る 

苦
、ひ
:̂
-
-
必
耍
と
し
た
のP

あ
つ
、，

V
、

と
.
の
小
册
モ
は
こ
や
問
題
の
歷
史
に
办
て
無
比
の
地
位
を
占
め
る
も
.の
で
あ
る
0 

'そ
れ
•に
，添
へ
ら 

ユ
た
多
歐
S

表
も
亦
^

統
計
的
記
述
、？
歷
史
上
極
め
.て
，興
味
管
も
ゐ
で
あ
る」

.
容

.
’す

，
.

‘ 

>‘
：

.

： 

斤
く
の
如
き
優
れ
た
著
作
も
、.
當
時
の
ジ
1
 
ゥ
ォ
ン
.
ス
‘と
し
.
•て
は
、
自
己
の
乏
し
い
財
布
か
^
出
阪
費
を
捨
出
す
る
补
は
な
か
つ
气 

皮
が
若
く
し
て
？

i

に
赴S

,

たQ

も
、
元
ャ
S

的
困
難
に
促
さ
れ
.た
か
H

、
五
年
間
の
同
地
滞
在
中
に
I

し
得
た
僅 

t

の
金
額
が
、
，歸
國
f

に
於
け
る
坐
活
費
•
.で
あ
认
學
资
で
あ
ク
た
の
で
あ
る
。
歸
國
後
既
•に
四
年
を
閱
し
た
今
.日
‘
幾
許
の
殘
額
も
無

w

t

<

_

l

_

l

l ;
I :

l

f

_

_

_

i i
l

m

l :
_

_

l

々̂

淺
出
、版
が
少
領
と
比
い
へ
琢
で
灼
損
失
に
終
つ
た
こ
と
は
、
，彼
に
と
つ
•て
は
終
濟
的
に
も
，痛
手
だ
つ
た
に
相
造
な
い 

'故
に
今
囘
の
技 

扳
は
餘
届
の
自
信
あ
’つ
て
の
こ
と
v
tr
l
心
は
れ
る
か
ら
、
目
S

一
十
五
日
附
日
記
の
.次

の

，
一

節

は

' 
依
然
た
る
失
敗
に
打
ち
の
.め
さ
れ
た 

皮
の
悲
慘
な
姿
を
於
_

せ
し
必
る
に
喷
分
’
あ
る
。
.

「
金
に
關
す
る
拙
著
は
出
版
さ
れ
た
が
、今
迄
の
と
こ
ろ
姊
の
外
に
は
誰
一
入
賞
め 

,
-
.てく
れ
.た
人
も
な
い
の
で
、
意
氣
昇
ら
ざ
る
感
が
あ
石
,0
妹
が
賞
め
た
の
は
ハ
妹
と
し
.て
當
然
七
た
ま
で
の
.
•こ
と
•た
。

自
分
の
.爲
す
又 

は
爲
し
ラ
.る
恩
て
.が
斯
か
る
扱
ひ
を
受
’け
ね
ば
な
ら
ぬ
.と
す
れ
ば
ど
ぅ
で
あ
ら
ぅ
。
第
一
に
、
.自
己
に
づ
い
て
の
. 
ー#1
の
自
#
は
單
な 

シ
幻
賢
に
遛
ぎ
な
い
‘の
で
^

^
い
’か
と
凝
ひ
た
く
な
る
で
あ
ら
ぅ
。
第
ー
.
.ーに
1>
>
最
善
の
所
鹿
も
、
結
局
決
し
て
一
般
め
賛
成
と
稱
讃
を 

克
V
う
る
も
の
で
な
い
こ
と
が
判
る
で
あ
ら
ケ
。
自
分
抓
最
近
自
分
の
地
位
に
づ
ぃ
て
考
へ
た
總
て
を
書
く
に
は
、
無
限
の
時
と
裔

^
要
す
る
ズ
あ
ら
ぅ

:-
0

*分
^
幾

.多
，の
»

-

つ
ブ
も
決
し
.弋
赞
き
は
し
、な

い
.°
結
局
私
は
出
忧
わ
近
道
梂
、
发
玄
得
尤
.->
&

感

ぬ

汝

ぬ

怜

嫌

ざ

め
る
。
馨
を
し
て
到
る
と
こ
.ろ
に
故Q

怜
M
さ
を
廣
f

し
め
ょ
。
被
等
の
歡
を
ゆ
て
ざ
赴
か
‘ん
と
欲
す
る
と
こ
ろ
へ
梃
子
の 

女
く
.汝
を
:^
上
げ
し
め
:ょ
0
,六
十
六
#
目
の
^
ネ
ッ
-ト
，を
«
き

-^
と
，き
、
シ
f

l
ク
ス
ビ
ア
は
如
何
に
-J
：
く
匕
れ
ら
の
事
を
洞
察
し
た
- 

こ
と
か
^
同
化
く
七
月
ご
十
四
旰
の
ぽ
記
-に
ょ
れ
碑
出
版
及
び
廣
吿
1
費
用
は
四
+:
三
磅
に
達
し
た
に
反
し
、
寶
上
高
は「

僅
か
十
*

-

^ 

 ̂

^

M 

^

w
o
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V
. 

. 

'
V 
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.石
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^
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，4
着
淨
ふ
た
頃
の
.
_の
.賴
神
的
物
質
的
狀
態
は
斯
'-
<
の
，如
.き 

秘
か
，に
，Ow

e
n
s

 

c
o
l
l
e
g
,

の
敎
授
職
，を
希
望
，七

て

ゐ

た

こ

と

は

、
四

月

ニ

十

日

附

の

妹

へ

の

書

簡

ゆ

ぅ

_ち
に
洩
ら
さ
れ
て
ゐ
為
8

六〕

0 

.こ
れ
k
の
窜
作
は
相
俟
-0
て
彼
を
し
て
、一

靡
に
地
位
と
名
聲
を
獲
得
し
ぅ
る
が
如
.き
謂
杖
3

ヶ
の
胃
險
を
敢
へ
て
せ
■し
む
る
境 

地
に
追
込
ん
だ
の
で
-あ
る
。

-
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-
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•彼
f
選
ん
だ
！̂
炭
問
題
，は
、
勿
^
當
啤
の
’燃
ゆ
る
問
題
の一

つ
で
あ
つ
た
と
と
は
確
か
で
あ
る
が•

一

般
の
論
者
が
主
と
し
て
文
字 

通
り
の
涸
腐
:^
問
題
.と
し
た
•に
對
し
て)

，彼
^
で
_れ

.|
:
.經
濟
學
的
觀
點
ょ
.り
論
考
せ
ん
.と
し
だ
?0
素
ょ
り
こ
；の
.種
の
問
題
に
か
て
は
ノ
 ̂

. 

-石
炭
に
调
ず
る
挪
腐
學
的
鑛
漱
學
的
知
識
を
前
提
と
1
る
‘の
.で
.あ
つ
て
、
こ
の
點
で
被
せ
極「

め
て
有
利
な
立
場
に
立
ち
得
た
の
せ
あ
る
。 

蓋
し
地
.質
學
は
彼
ゆ
若
き
?0
幻
择
意
の
'科
卧
で
あ
つ
，た

し

、

^

に
.分
«
官

と

し

て(0
濠
洲
^;
の
用
務
は
絕
ぇ
ず
こ
の
方
.面
の
知
識
を
誃 

發
し
た
と
E
S
.公

か

ら

去

る

。
被
自
ら
記
す
：̂

に
ょ
れ
>ば
、
始
々
て
こ
の
問
題
に
®
目
し
た
の
はf

八
六
一
年
又
は
そ
の
翌
年
. 

-で
、

抓

そ

開

始

し

た

の

は

ニ

八

六

S
T

年

，一4

あ
#

,°六
：！：

に

は
B
v-
'F
y
へ
上
^
し
'
六
月
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七
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'
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主
と
し
て
大
英
博
物
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^
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s
o
u
m
a
l
,

 

p
.

 

1
S
T

 

, 

,
 

, 

'

, 

/ 

■ 

■ 

•
' . 

.
'■
■ 

..

.

‘
f

i

s
 

I
b
M
;

 

§

 

■ 

-

.

.

.

.(

蝕
七
'

)
I
b
i
d
.

 

2
0
3

 

• 

——

 

■ 

•

.

:

.

.

.
、

、

二
、.
内
,

の
.徵

'

■

_

■

.

 

, 

ノ 

.

產
業
革
命
以
後
に
於
け
る
英
國
の
エ
鼗
能
力
の
躍
進
的
進
梦
，と
、
延i

て
そ
の
產
業
的
世
界
制
覇
を
可
能
な
ら
し
め
た
も
の
は
何
で 

あ
つ
‘た
か
、
匕
れ
に
つ
い
て
は
.素
ょ
り
極
，め
て
多
様
の
說
明
が
可
能
で
あ
ら
ぅ
が
、
同
國
の
.有
す
る
^
富
促
廉
な
る
石
炭
が
そ
の
有
力 

な
る
一
要
素
た
り
じ
こ
と
は
疑
.ふ
べ
く
も
な
い
o
.旣
に
一
八
一
.六
年
'
ト
ォ
.マ
ス
.•フ
テ
ン
ク
'
ラン
F

•リ
ュ
ィ
ス
■は
下
院
に
於
て
述
べ
、

,

て
日
く
、「

ィ
ギ
リ
ス
が
低
界
最
初
め
:1
:

業
國
允
り
し
所
以
は
、
そ
の
努
働
.が
他
^

り
.も
低
廉
で
あ
つ
た
が
敌
セ
攸
'な

い

。

吾

人

の

.人

格 

卜
財
淹
が
安
全
に
保
證
さ
れ
、
ょ
ぎ
政
府
を
有
せ
.し
が
故
で
あ
り
、
あ
る
特
殊
の
自
然
的
利
益
を
^

有
し
て
ゐ
た
が
故
て
.
あ
る
' 

石
炭 

豐
富
に
有
し
、
機
故
及
び
發
明
の
す
能
豐
か
な
’る
が
故
で
あ
，る」
と
ハ
許
ー〕

0

然
る
に
ク
.,

ゥ
ォ
V

ス
は
M

に
衝
ん
で
、
石
炭
の
み
が
，

:
_
难

:'
:
«劇
通
特
來
雅

■̂
^

_

!ぶ
度
ー
論
_
濟
讓

^
樣
_
,ぜ
备
棱
賴
嚴
び
齋
呢
潘
敗
«
龙
孤 

少
く
と
も
そQ

豐
富
な

；
费̂
，に
依
,#
す
る」

S
I
5。

「

燃

料

と

:^
と
を
以

■て
す
れ
ば
、
殆
ど
何
物

.も
容
晶
で
あ
る
。
熔
鑛
爐
又
は
蒸
一 

機
關
の
屮
に
於
け
る
そ
の
援

§
に
ょ
つ
て
、

1
人
は
過
去j

世
紀
以
上
に
亙
つ
て
絕
ぇ
卞

^
め
‘良
き
ふ

い

安

價

な

-

rい
新
ら
し

t 

方
法
を
導
入
す

f

と
が

W
來
、
.こ
れ
が
吾
人
の
物
質
文
明

^
進
步

.せ
し
め
た
の
で
あ
る

.

」

S
四〕

。

「

吾
人
の
富
と
進
步
は
、
石
炭( 

優
れ
た
支
配
に
依
存
す
る」

ctf
e
I
s等

々

。、.

、

 

、

•
 

•
 

/
 

. 

_

英
國
の
石
蓄
費
领
が
そ
の
密
議
大
货
例
し
.

§

大
し
來
つ̂

^

と
は
0-
|

で
.
あ
る
が
、
そ
の
暴
な
數
字
は
意
に
求
め

I

 

ぃ

ジ

H

ヴ

ニ
 

J
<

は
そQ

第
士
一
章
に
於
5

多
層
に
ょ
る
推
贫
擎
を
擧
げ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
相
趸
_

し
き
相
違
が
れ
る

•

ハ
連
：

變
の
■

通

：顏

_

)

>
懸
礙
賢
§,
_
_
®
^
^

推
定
し
て
ゐ
る
有
様
で
あ
る
。、
併
じ
ジH

ヴ
ォ
ン
ス
は
種
々
.
^
る
資
料
.
に
•栽
き
'

ヮ•
タ
ト
の
齋
氣
機
關
及
.び
坑
炭
熔
鑛
爐
の
：利
用
さ
ぉ 

.
始
め
た一

七
八I

•
年
以
降
の
消
費
量
を
次
の
如
く
推
宛
し
た
。
*
. 

.

,

' 

一
七
八一

印

'

.

五
'

1
ー1ー，九
、§

0

§

“
.
.
^
^
1

'%:

4(

證

; 1
:_ 

r
八
ニ
屮
-

七
、ニ

！
：

九
、0
0
-0
, 

〇
'

h

:3t
,、〇
a

〇

八
二
一
邮
。

-
ニ
〇
、
三
四
六
、〇
〇
0 

八
.三
.

1

卬 

ニ
/V
、
七
o
o-
、
〇
o
〇 

へ
四
一
平 

.
wo.
t.
g
,八
四
、
〇
〇
3

■

.

w

.
c :
:

:

.」

_

^

;

f
:s

^

Q

^

^

^

 

 ̂

-

變

: #

;:
|
3
:糖
纖
讀
修
農
1 -
馨
ハ
ー
：シ1

片

;-
«
1

岛
潘
通
著 

一

朦

| 1
.藤
1

- -̂

擾
潘
愈
辦
偏
: 1
ー(

1

餘
靡
1 :
縫

％
遍

八

，
へ

.
”
.
.«
彩
_

'
^:
番

^
^

プ

一

〇

0,
0
啼
と
射
定
丄
た
ヵ
.こ
れ
^
皆
し

1
.A
五
^
年
ょ
り一

八
六
三
^
に
至
^
十
年
間
の
實
際
の
消
费
全
t
a.
七
一
一
六
、
レ 

.

- 

w

i

y
エ
ヴ
オ
ン
ス
の「

石
餘
顯」

、

.
'■.へ

，

九

(

四
八

3
,
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ベ

7':
.
..v
.v
.: 
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-
\
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:I.
.
'-f
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> 
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.

■•
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‘ 

-V 
ぐ

-

.

.

.

.

.
、
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,
.
v
: 

,

.• 

. 

. 

.

.

.
i
-
.
,
. 

■ 

.

.
•
• 

- 

- 

. 

l

l

l

i

l

(

四
八
四)

五一
、

五

H

ハ
噸
で
.
I

か
ら
、
彼
ば
ど
の
二
つ
の
數
字
の
對
，比
ょ
'り
結
論
し
.
て
日
く
、「

吾
人
は
最
近
十
年
間
の
消
費
が
そ
れ
以
前
の 

七
'十
二
年
間
の
そ
，れ
の
半
分
，に
達
し
た
と
い
ふ
事
實
に
騄
か
ざ
る
b

得
な
い」

と(

訪
六)

。 

•

さ
て
英
國
康
業
の
’躍
進
が
一
に
，石
炭
の
消
費
に
依
存
す
t

し
て
、
言
消
費
量
が
期
く
時
と
共
に
激
增
の
、
5

を
迆
る
と
す
れ
ば
、 

英
國
に
於
I

ざ

議

I

如
何
に-

K

な
f

 

る
に
f

、
.そ
.の

秦

に

糧

S

S

近
す
ベ
含
と
譽
ふ
ま
で
も
な 

ジH

ヴ
ォ
.V.
.
Kは
、先
.
こ
.の
：問
題
に
關
す
る
先
人
の
所
說
t
欝

し

、
次
で
埋
，藏
量
及
び
そ
の
狀
熊
に
關
す
る
讓
を
述
べ
、
こ 

rt
'
を
获
f

し
V

H

開
せ
ん
と
す
る
。、
そ
S

合、彼產業のー
或
ひ
は
訾
一
常
的
發

f

は
何
を
意
味 

'

す
る
.ハ
.

J
V

明
確
に
し
、
石
炭
供
給
の
側
に
於
け
る
障
碍
は
、
英
國
.に
.對
し
て
.そ
の
永
久
的
發
捧
を
許
容
せ
ざ
る
反
以
を
論
斷
せ
ん
と
し

た
の
で
あ
る
0/'
.

-

' 

.

0 

C

野
村
兼
太
郎
、..一

舣
雜
濟
史
槪
私
，
ニ
六
ー
.貞
。
■ 

; 

(

- 

.

f

i

二)

 

p'a
r
Q
U

'st
i
o
n
,

 

3
r
d
'

 E
d
i
t
i
o
n
,

 

1
9
0
6
. 

• 

■

,

' 

(

曾

)

g.
d
. p.1Q1 

，

‘ 

, 

'
 

'

.

f

i

s 

Ibid. p. 

1.35 

• 

_

.(

註
5
 

H
u
f p. 2

0
1

• 

, 

' 

M 

•
.

，(

能
六 r

 Ibid. p
.'

琴

: 

:

へ

'■
I

.'

.

. 

' 

' 

'

"

I
量
の
有
限
な
る
こ
’と
か
ら
、
將
來
£

け
る
石
炭
の
徊
f

豫
想
し
令
學
者
は
、
ジ
ェ
ヴ
"
ン
ス
益
、に
於
て
も
勘
し
と
し
な 

’ 

5
姿
 

一
b
九
命
に
名

f

i
 Hi

s
t
o
r
y

 of 

the 

i

 K
i

l
m

を
著
し
たJ. w

l
m

s

に
始
ま
る一

.柳
の
|

を
擧

が
た
め
に
、
充
分
信
を
置
く
に
足
り
，な
い
？

)

ぐ 

.ダ

.

'

,

然
る
に
同
時
代
の
人E. 

n
'&
は
、
ぞ
の
H
tr
e 

c
o-p
l 

F«-
d
o'
f 
o

r

i

B

切
p.t

a
i
n

に
於
て
、
當
時
利
用
し
得
た
最
新
の
廣
料
に
菽 

き
埋
蔵
量
の
推
定
を
行
ふ
と
共
に
、
年
と
共
に
靖
大
す
る
消
費
量
を
考
慮
レ
た
持
續
期
_
れ
，#
定
を
行
つ
’
.た
0
彼
は
推
定
埋
級
量
を
八 

三
"
五
四
四
、
〇

〇

〇

、
〇

〇

〇

_
と
な
し
-
論
七
て
日
く
、「

も
し
吾
人
に
し
て
將
來
の
梢
費
‘增
加
が
同一

比
_
に
.於
て
行
は
れ
る
と
观 

っ
待
す
べ
ぎ
理
由
を
有
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
結
果
，は

:[
1
;に
蛾
慄
ず
ぺ
へ
き
も
の
，が
あ
ら
ぅ
。

盖
し
そ
れ
は
僅

'々

百
七
十
ー
一
^

に
し
て
我
國
炭 

坑
は
み
フ
全
に
涸
汝
し
、
延
い

V

-A
o 1
诒
業
及
び
國
の
繁
榮
に
由
々
し
き̂
,
響

^
與

へ

，

ざ
れ
ば
止
ま
ぬ
こ
と
ヒ
意
味
す
を
か
ら
で
あ
る」 

，一
 

_

_

舊

：£
_

|

_

%ギ
變
_

_

節
_

围
靡
_

!«

赞
免
靡
觉
#

^

^

1

^

|各
_

_

^

’
#

&警
# :
&

麗
觀
&

で
.
^
.る
於 
A
M-
'̂
y

-
K:
u
l
r
: 

は
こ
の
瞥
俾
に
續
v>

セ
、
今
後
に
於
け
.る
石
炭
利
乱
法
の
改f

l
i

ア
メ
リ
カ
ょ
-
り
の
丨
輸

，人

等

にょ
つ
て
、
消
費
增
加
趨
勢
は
緩
和
、
せ 

.ら
る
ベ
く
>:「

可
能
的
極
次
'¥

產
觀
は
一
億
噸
と
，思
は
れ
っ
こ
の
巨
大
な
る
坐
產
額
を
以
で
し
で
も
今
後
八

世
紀
は
持
續
す
る
だ
け
の
石 

炭
が
あ
るJ

 

S

三〕

と
論
じ
て
、'
最
初
に
述
べ
た
る
が
如
き
急
速
な
^
涸
渴
は
、

I

•ヶ
•の
祀
齋
に
過
ぎ
ず
と
結
論
し
た
の
で
あ
るo

 

、

.

ジ

H

ヴV

ン
ス
は
こ
の
樂
觀
的
見
解
を
否
定
し
、
右
グ
如
き
供
給
胗
穴
の
急
速
な
る
遮
斷
こ
そ
.'
*

吾
人
の
憂
ふ
る
酒
海
の
表
現
ぬ
外 

な
拿
と
見
る
の
で
t

,

o
彼
'-
<
0霞
ゼ
於
て
^

も

注

自

す

べ

き

、
は

'、’
彼

の

鼠

ふ

涸

渴

と

-は

、̂
炭

量

そ

の

も

の
V

湖

渴
‘

非

ず

し

て

、

_

_

_

_

:
に
：1

_

_

1

,

: 1

議
_

の

薦
1 :

載
_

1

1

^

に
求
必
て
ゐ
る
の
.で
あ
>ふ
か
^
、
問
題
の
中
心
は
結
局
齋
價
に
祖
る
こ
と
明
か
で
あ
，1
。
^ :
ち

彼

め

謂

ふ

涸

渴

と

^-
採

炭

の

續

行

に
 

恶
く
採
炭
費
.の

1|
ち
炭
憤
の
漱
次
的
昂
騰
で
あ
や
て
、
他
國
.に
比
し
て
低
^'
な
英
國
の
斤
炭
が
，次
第
に
‘騰
貴
レ
、
て
，他
國
の
水
準
に
達 

す
る
'な
ら
ば
、
’英
國
の
專
有
す
'石
長
所
，は
そ
の
.瞬
間
に
'^
は
れ
、
そ
の
產
業
的
優
位
を
梅
證
す
る
要
、因
は
消
滅
す
る
.と
い
ふ
の
で
あ
，
る
。

讲
^

の
意
味
^

つ
い
て
は
第一

版
に
於
て
-旣
に
世
人
に
誤
解
を
•招
い
.
^
跡
が

^

含

，で
あ
.つ

て

、第
二
版
の
序
文
に
は
、
特
に
次

.

、 

, 

■

.

ニ
-

.(

四
八
五
^.
K



v

w'
*
s
-
•
ジ
ユ
.ヴ
ポ
ン
.ズ
の
.-|
衙
炭
間
@
し

: 

.

. 

. 

ニ i, 

’ c

四
'八
六)

の
如
き
注
意
が
愛
れ
V

I

，「

多
數
の
人
々
ば
.S

か
.は
我
國
の炭
坑
が
空
つ
ぼ
，に
な
ると
い
ふ
漠
然
た
翁
/

1

い

て
ゐ
て
、 

ぞ

に

ほ

國

内

g
’

火
や
赔
鑛
爐
は
俄
か
に
消
^
'し
、
荒
糜

レ

た

國

土

，
S

に
徙
ら
に寒
氣
と
暗
黑
が
寒
配
す
る
も
の
と考
へ
て
，
ゐ 

る
。

乍

併

、

我
國
炭
坑
の
，文

¥

通
り
無
盡
藏
な
る
と
と
は
殆
ど
說
明
す
る
必
耍
も
於
か
ら
ぅ
。
吾
入
は
そ
の
底
ま
で
封
達
す
る
匕
と
は 

•ト
Ti
r
ll
i
^
'あ
’つ
て
、

へ
い
つ
か
.は
燃
料
，は
■高
價
に
な
る
と
し
て
も
、
ぞ
れ
が
實
際
呤
な
ぐ
な
0

て
了
ふ
と
‘い
ふ
.こ
と
は
あ
り
锊
な 

い」

と
ハ
餅
s

d

そ
し
て
第
五
章「

炭
價
t

つ
い
て」

.に
於
て
特
に
と
の
'點

を

-«

論
し
、

'
f
l

灰
^'

洄
#

の
•全
問
勝
，は
炭
價
問
題
で
あ
る」

と
い

ふ
命
.題
を
展
開
し
て
ゐ
る
.の
で
あ
る
o
' 

"

、
‘ 

, 

•
 

. 

‘ 

■

■•

‘ 

皮
ょ
い
ふ
、F

炭
撕
co
s
'i
ば
、
騰
實
的
炭
W
に
，ょ
つ
.て
'具
示
さ
れ
‘る
。
■，そ
、し
て
價
格
が
他
の

-諸
國9

價
格
に
較
べ
て
或
る
程
度
ま
で 

_
貴
す
れ—

ば
'
菌
の
重
要
齡
業
部
門
の
運
命
4>
'
籤
き
た
こ
.と
忙
方
ら
ぅ」

と(

璧

)

。
然
る
.に
彼
の
擊
ぐ
る
統
肚
に
ょ
れ
ば
、

一
七
七 

1 

'卜
以
降r

八
六
〇
诈
に
至
各
炭
憤
は
決
し
てi

續
的
騰
*
を

示

し

て

ゐ

な

^

:

»

ち
ニ

 

r

中
ャ
ス
ル
炭
、の
價
格
は
、
观
當
り
、

一
 

匕
七
一
年
で
1
五
志
風
片
故
り
し
も
'(
0
が
、
.暫
く
は
時
と
共
に
上
舁
し
て 

一
A

一
一
年
に
は
！
三

.^
と
な
.つ
た
が
、
、.そ
の
以
後
は
寧
ろ 

時
と
典
に
下
落
し
.て 

一•八
五
〇
¥
に
は
九
志
六
片
、
フ
八
六
〇

¥■
に
は
九
志
と
な
つ
•て
ゐ
る
。
故
に
單
に
統
?,
1

の
，表
面
の
み
を
姑
れ
ば 

涸
揭
を
表
示
す
る
と
ヒ
る
の
炭
價
の
«
次
的
昂
.騰
は
全
く
認
め
ら
ル
^
い
‘の
で
あ
，る0
饼
し
、ジ

-
ヴ
ォ
ン
ス
は
、
自
己
の
命
題
t
展
開 

せ
し
が
た
め
に
，は
1
何
を
招
.い
て
も
こ
の
昂
騰
を
導
き
出
さ
ね
.ば
な
ら
ぬo

彼

の

論

皆

は

略

々

次

の

如

く

，で
あ
る
。

 

. 

一
、

一
八
ニ
蓄
で
の
暴
騰
は
多
か
れ
少
か
れ
.•金

含

S
Q

H
T

或
ひ
はI

般
物
價E

■

■
の
他
Q

S
因
.墓

き

、

爾
.後
の

低

,

、
北
部
炭
坑
業
客
が
舊
時
は
販
賣
協
宛4-

結

び

、

價
格
の
釣
.上
げ
を
行
っ
た
ノ
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1

、
十
九
世
紀
別
^
に
は
、
汩
於
を
飾
っ
て
細
炭
を
取
捨
て
、
大
塊
炭
の
，み
を
販
賣
し
た
、
め
、
價
格
は
割
高
で
あ
つ
た
。
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: 1
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顏

’
嚷

蓮

暴
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l

證

廳

1

1

疆

吹
乃
至
そ
れ
S

Q

S
か
ら
採
掘
さ
れ
る
I

炭
な
t

と
が
判
る
。

.
，
：

，ラ

r

キ

ャK

ル

地

方Q

f
區

か

らS

S
の
S

，
は
極
めI

様
で
.

|
が
、
- >
れ

廣

坑

の

深

さ|

く

嚣

上

昇

の

證2

見

ら

れ

き

。
、
：
_證

囊

と

時

間8

過
に
俾
ハ

て
-
炭

漂

不

可J

に

一

二

千

乃

藎

千

吸
Q

f
に
達
.す
.るI

は
、
，
燃

料

の

增

大

的

費

用

は

我

々

の
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炭
價
の
糜
的
騰
貴H

關
す
.

I

Kヴ
ォ
ン
.ス
の
如
上
の
論
斷
は
.、
著
.し
く
實
證
的
根
據
を
缺
き
、
少
4

1

る
獨
斷
S的
色
彩
あ
る 

こ
と
は
否
定
け
ベ
、く
も
な
い
が
、
こQ.

點
は
暫
く
措
く
と
し
て
.、1、

般&

或
る
も
の
、
價
格
が
上
昇
す
れ
ば
，、

一
方
で
は
そ
の
浪
費
が 

利
帝
さ
れ
、他
方
で
は
代
用
品
の
考
J
と
普
及
の
見
ら
れ
る
こ
と
は
W
實
で
あ
る
。
h

の
ぐ
と
は
石
炭
に
つ
•い
.て
も
勿
論
同
様
ひ
あ
る
。
 

故
に
も
し
そ
れ
.が

著

し

名

度

に

行

'は
れ
今
な
ら
ば
、

石
炭
の
漸
次
，收

缺

乏

、
延
い
，て
そ

の

價

格

Q

抓
次
的
職
貴
も
、
格
別
の
支
轉
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杖
な
ら
ぬ
省
で
あ
る
Q
然
る
に
周
鲰
の
如
く
、-
_前
世
紀
以
來
こ
の
ニ
ク
の
，方
莳
に
於
け
る
_
少
は
極
め
'て
大
な
..る
，も
の
が
あ
る
。
故
に 

こ
れ
ら
醫
由
か
ら
、
英
國
石
炭
の
漸
夂
的
涸
揭
を
前
提
と
し
な
f

v
そ
れ
亦
產
M
に
興
へ
る
影
響
に
關
し
て
は
.、
.寧
ろ

樂

觀

的

站 

解

を

表̂

す
る
人
が
少
ぐ
な
い
，の

-で
あ
る
。
、
こ
の
ニ
例
と
し
て

‘の
_
1
1&

の
所
說
，は
.旣
に
述
べ.た
が
*
ジ

.T
C-
ヴ
ォ
ン
ス
は「

燃
料
の
節 

勺

に

つ

い

，て
，

」

及
び「

银

定

さ

れ

る

代

闬

品

に

つ

い

て

」

な
，1
ー一

章
に
於
て
、
斯
か
る
•見
解
の
當
ら
ざ
る
所
以
.
I論
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

先
づ
m
料
節
約
に
つ
い
て
見
る
1
ノ
石
炭
の
家
庭
，的

满

費

1
於

け

る

節

約

は

、

そ
.れ

が

直

ち

に

生
糜
用
に
轉
月
し
ぅ
る
、と
い
ふ
意
味 

に
於
て
、
上
亂
の
効
果
を
も
づ
こ
と
は
否
定
さ
る
べ
く
も
'な
い
が
、’
元
來
家
庭
的
消
.費
に
充c

画
さ
れ
る
部
分
は
、
佥
體
の
玉
分
一
に
過 

ぎ
な
い
か
ら
、
た
と
へ
大
恕
る
程
度
‘の
、節

約

が

可

能

と

し
.て
も
> 
そ
'の
効
果
を
過
大
に
見
積
る
こ
と
は
出
來
氚
い
。
ぞ
し
て「

製
造
業 

に
於
け
る
石
炭
の
節
約
に
.つ
い
て
は
事
惝
は
異
.るo

燃
料
の
節
約
が
そ
の
消
費
の
節
約
を
篇
味
す
る
と
考
へ
た
ら
大
き
な
間
違
で
あ
る
。
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_
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_

_

1

_

1

:

_

_

^

^

_

_

_
1

1

_

湯

.1
_

_

奮

を

1

で

が
、i

#

し
機
關
の
.斯
か
各
改
良
が
行
は
，れ
る
苺
に
、石
歡
の
消
費
は
激
增
の
.
マ
塗
そ
迪
る
の
み
，£

あ
>

。
靡
藥
の
各
部
門
は
新
た
な
る 

刈
戟
を
受
け
、
.
人
カ
は
^ '
^

ー
層
機
械
* /

に
ょ
づ
ズ
代
置
さ
れ
、
且
つ
高
價
な
る
蒸
氣
：

F

を
以
て
し
て
i

算
P

と
れ
ざ
る
大
規
模
の 

仕
事
が
開
始
を
れ
る」

S

5

か
ら
で
あ
'
る
。
.

1

の
製
鐵
業
の
飛
躍
的
發
展
は
ぞ
の「

例
で
あ
る
が
4

鐵
一
噸
當
り
の
右
炭
消
費
韋 

バ

足

三

分
 

一■
以
下
に
资
少
し
た
に
對
し
て
*

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
：ド
に
，於
て
■
は
、

一

八
ー
ー
0

平
か
ら
一
八
|ハ
三
年
の
間
に
石
游
總
消
費 

敗
は
十
倍
に
達
し
‘た」

^ 1
^

^

'
斯Y

て「

節
約
は
菩
人
の
主
た
る
資
源
の
價
値
と
能
拿
を
^

^

.せ
し
め
る
。

•

ぺ
故
に
現
來
に
於
て
-は 

，祝
福
す
べ
き
.も
、の
で
あ
る
が
■
.

併
し
1

1-
.早
.
い

終

末

に

導

く

」
(

'訪
!3
.
、
の
で.
あ

る
9 
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ぃ
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- 
次
で
^
は
代
用
品
の
'普
及
に
‘ょ
る
石
炭
飢
饉
の
克
»
^'
る
も
の
が
、：
蓊
1
問
題
，の
齊
決
^
資
せ
ざ
.
る
所
以
を
指
摘
す
る
。
當
時 

L
a
r
d
a
e
^

な

る

科

學

者

が

、
，石
炭
涸
涡
に
關
す
る
佌
論
に
言
及
し
で

.、r

斬

が
ダ

危

惧

は

全

く

の
祀
愛
，に
過
ぎ
な
いo
.
:
.
斯
.く
の
如
き 

時
期
が
到
達
す
>

4
あ
ら
ぅ
遙
か
以
|

に
、
他
の〗

そ
し
て
ょ
-

^
カ
な
機
4
動
カ
が
石
炭
.の
使
用
に
と
つ
.

含
と
は
確
か
で
あ 

る
云
々」

i
論
じ
た
。
ジ
ょ
ヴ
ォ
ン
み
は
常
時
と
し
て
考
へ
得
ら
れ

'?
)
ル
ゆ
る
動
力
資
源

.
' 卽
ち

霞
氣
*
地
熱
•
潮
の
干
滿

•
風

力

•
太
陽 

驗
傷
纖
_
谓
谢
: #
|
_;^
;
ら
; ^
' #
;
_猶
_
讓
汾
*
:1 1
'
的
靈
,

卿
盤
|
擊

觀
1

处
^

^

及
て
發
找
ざ
.る
べ
-L
と
の
要
請
に
.照
せ
ば
、
到
底
石
炭
の
比
に
非
ざ
る
.こ
と
^
斷
定
し
衣
の
-で
あ
る
o'
唯
だ
石
油
に
つ
い
て
は
、

「

そ
a

 

は
近
年
船S

用
H

て
極
めH

好
適
.な
t

と
、が
判
つ
た
。

そ-^
は
多
く
の
用
塗
に
龙
て
疑
&
も
な
く
石
^ -
に
勝
り
、
'從
つv

j

そ
れ
に 

取
つ
ヤ
#

る
>:
と
が
处
來
る」

と
一
應
讓
步
し」

た
が(

許
*-
.

y

而
も
こ
れ
に
續
い
'て
次
の
如
く
^ -
じ
て
ゐ
る
。「

併
レ
右
汕
は
元
々
石
炭 

の
エ
ッ
七
ン

>ス
で
1̂
★
い
-か
o
,
■自
然
的
又
；

6

人
！

-I

的
の
熱
に
ょ
つ
て
石
炭
か
ら
響
さ
ル
た
も
の
‘で
は
な
い
か
。
そQ

自
然
的
供
給
^
 

石
炭
？

れM

比
ル
て
著
し
く
限
走
さ
れ
且
つ
，不
確
實
で

.

I
、
'ま
,̂
そ
の
人
工
机
供
鈴
は
多
額
の
費
用
を
t
じ
て
或
る
種
の1

ゐ
炭
を 

_蒸
滞
す
る
と
と
に
ょ
0
て
得
ら
，れ

;^
忙
過
ぎ
な
.い
0
.然
ら
ば
、石
油
消
寶
の
擴
大
は
石
炭
消
費
か
薪
た
な
る
推
進
方
法
に
外
な
ら
な
い
。 

^
れ
は
*
炭
の
綱
渴
を
救
ふ
も
の
で
は
な
く
て
、
寧
ろ
之
を
助
«
す
る
も
の
で
あ
る

」

と(

訪ーー
^

電
氣
ヵ
未
た
實
驗
室
の
■所
^:
に
過
ぎ
ず
、
石
油
.も
亦
僅
か
に
燈
火
孙
.と
し
■て
用
ひ
ら
れ
た
當
時
に
扭
つ
て
は
、
彼
の
論
旨
は
格
別#

 

f

る
•ベ
I

の
'で
は

を

。
寧
一
ろ
、
.今旧

}-

部
の
.國
々
に
好
'は
れ
る
在
炭
液

.化
の
問
離W

す
ら
採
-上
げ
た
觀
察
力
に
敬
服
し
て
然
る 

.
可

き

で

あ

ら
•ぅ
。
併
し

；̂
炭
液
化
す
ら
も
戰
時
態
勢
下

_
H於
け
る

_

?
緊
急
措
置
と

-1
.て
登
場
し
た
、に
止
ま
り
、j

般
に
石
油
は
、

w

;『

ジ
エ
ヴ
ォ
、

ン

，

.ス

.の
1
石
炭
間
題
し
，
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そ
の
齋
急
速
に
開
發
さ
、れ
た
B

然
的
汕
ra

よ

給

令

れ

、
そ
れ
が
著
し
い
程
度
に
朽
炭
.に
代
位
し
つ〜

あ
る
匕
と
は
、
彼
れ
豫
见
せ 

ざ
b

し
.
.と
こ
ろ
で
あ
り
、
、
姝
に
水
力
發
電
、の
齊
及
が
、
石
衆
資
源
を
毫
も
禮
す
と
と
な
く
し
て
、
大
な
る
程
度
に
之
に
代
替
し
來
つ
た 

,
こ
と
は
、
金
べ
彼
の
腦
裡
に
描
か
れ
な
か
‘
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
乍
讲
、
.こ
れ
ら
の
齡
.̂

に
.
於
て
誤
»

あ
つ
太
.
に
せ
よ
、
こ
れ
に
よ
つ
て 

彼

の

主

題

が

ぎ

も

傷

け

ら

れ

て

居

^

^

こ

と

#

田
目
に
値
、す
る
.。
旣
に
漉
返
し
述
べ
た
‘通
り
、
彼
の
論
斷
t

ん
.と
す
る
命
題
は
、
、英
國 

c

農
業
的
優
肊
ぬ
そ
の
有
す
夺
豐
冑
低
廉
な
る
石
炭
、に
.依
存
す
.る
、4

い
ぶ
と
.と
で
あ
る
。V
然
る
に
彼
が
前i

i

寧
r

於

奚

じ

た

石

炭

へ
 

.:
P

節
約
ど
代
用
品
の
採
用
と
ほ
、,1

般
杧
'相
炭
.に
惠
ま
れ
.ざ
.
.る

後

進

國

に

：
於

で

I.

層
齊
及
1>
'
徹
底
す
：る
替
で
あ
.る
。：
彼
が
石
炭
0

節
約
" 

;

_

_

ク
で
岁
の
_
賢
1:
'
_

大
ざ
t

、(

■

義

■

0

鐵
用
ロ
叩
_

_

瘅
_

歡
の
1 1

位
釔
_

^

得
#

^

.
•
.
.な

：き

重

要

：さ

.を

强

調'
.せ

ふ

：が

た

め

セ

：あ

る

が

、

そ
め
，何

れ

.の
窗
合
'に
1

:

:石
像
の
.
漸
次
的
洄
祸
>

、.
_

い
.て

.

は
免
れ
ず
、
斯
く
て
英
國
の
，產
業
的
優
位
は
梘
本
か
'ら
動
■描
せ
し
め
，ら
れ
る
と
.い
ふ
結
論
に
な
る
。
併
し
假
り
に
ジH

ヴ
4
ン
ス
の
こ 

の
推
論
が
妥
噹
せ
オ
、
I

の
節
約
と
代
用
品
と
は
共
に
石
炭
の
M -
澈
を
防
止
す
る
作
用
あ
る
も
の
と
す
ル
ば
I

爾

後

、の
.經
驗
は
寧
パ 

ろ
こ
の
方
向
を
肯
萣
し
て
だ
る—

彼
％
命
題
ゆ
果
し
て
如
刺
な
を
影
響
を
受
け
る
，で
あ
^
ぅ
か
0
.惟
ふ
に
.こ
の
點
こ
そ
.'«
彼

の

.
金

推
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-t
-

 ̂

..

匕

.'
,...-

，'
'.
'
.
.
/
•

.'

.•.
.'
■.
'
:
''
'
. 

.
V
.
... 

. 

-/
.‘、
 
'-.'.;..

'■
.

然
务
に

.こ
：れ

.：に
關
し
"て
：は
，>
"
:
:
上

記

ニ

章’の
#
末
尾
.に
於
セ
、
彼
_
身
解
答
秦
與
；へ
セ
ゐ
る
の
で
ぁ
る

0 
_

ち

節

約

につ
い
て
は
日
く
、

1

5

.は
燃
料
及
び
動
力
.の
相
對
的
I

隹
依
存
す
る
と
エ
こ
i

l

し
や
ぅ
。
';
-.さ
.て
ハ
^

及
び
機
式
に
よ
つ
て
獲
得
さ

'

れ
る
も
の
で
も
な
く
保
持
さ
れ
る
^

の
で
も
な
い
。.
•こ
れ
ら
は
五
n

人

に

對

し

て

と

同

樣

、に
、

吾

人

の

商

業

. 

. 

- 

, 

... 

- 

■ 

.

- 

.
' 

•- 

. 

. 

.

. 

• 

.

.
- 

, ..

' 

- ... 

...

K

の
競
爭
莕
に
對
し
て
も
可
能
で
あ
り
、
多
ぐ
の
場
合
、
寧
ち
彼
等
に
よ
，つ
て
導
人
3

れ
、
そ
1;
.
.て

習

憤

や

：惰

性
'に
引
づ
：，ら

れ

て

ゐ

.る

. 

,

览

风

生

產

者

よ

り

も

、
，
變

通

良

在

'な

外

國

人.に
：よ

つ

：て

，一

.層
容
易
に
採
用
さ
れ
る
。.
高
價
寒
燃
料
に
對
し
て
は
、
吾
人
の
優
れ
た
資
和

.
:
,
%'

物
を
言
は
ー
な
い
;0
:

蓋
1>
;
:資
本
.

が
9

有
利
な
用
途
幻
求
_

で
容
％
に
.國
职
に
^

出
す
る
も
，
^
^
^

.し

て
世
界
的
交
易
自
由
を

•維

持

す.ベ
，
、含

も

，
の

と

す

れ

.ば
、'
'
.
吾
人
^
我
國
の
.繁
榮
0

覺

を

抱

い

て

は

な

ら

ぬ

」
(

飩
ー
ー

0

と
0

 

’
ま
た
代
用
品
問
題
に
つ
い
て
は
次
の
如
く
言
つ
ゐf「

い
つ
か
は
太
罾
光
線
が
蒐
集
さ
れ
”

 

.

か
も
知
れ
な
い
し
、
又
は
現
在
は
未
知
な
何
等
か
ぬ

•

エ
ネ
ル
ギ
ー
奪
が
氣
見
さ
れ
る
が
も
知
れ
：な

.

‘

.

い
- 0
,#

し
斯
か
；る
發
見
は
單
に
我1

 

獨
得

.

の
產
谶
的
優
位
を
破
壞
す.

る
#

過
'

ぎ
為
い
で
あ
，ら

ぅ,0
.

•

電
氣
れ
俯
究
は_

か
る
意
圖
を
以
て㈱

に
大
陸
に
於
て
熱
心
に
進
め
ら
如 

>

て

來

秀
.'.
'

.

::>
«

皂
'1
>

そ
終
國
人〗

が
英
斷
の
特
雜
な
物
的
威
カ.

碧

炭
.

に
：昏

才

る

と
：
^

吾
人
は
、

•
.
/
I-
*.. 

.

.
•
.

..

.'?
'.
.
ノ

... '■
'
.
; 
つ

.••

.
,
'
■,
:■■
:■
; 

.... 

.
•
.
.
.
.

.'
'

'
.
.
. 

.... 

..

.,

..

..

.
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.
.
•
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.

 

........«...

吾
人
が
石
炭
.を
以
て
爲
1>
得
.る
.こ
と
を
石
炭
な
.く
じ
.て
爲
し
.
#各
.と
考
.へ
る
が
如
き
愚
者
の
樂
，園
に
留
つ
て
ゐ
て
は
な
ら
ぬJ

C

註
四)

。

-■ 

I
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 ̂

.ぐ
':

.
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.
.
: 

■ .
.

•

パ C
S
D
r
g
d
.
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v
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. 

'

.

.
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1
^
- 
S
8
. 

.

.

.

.
,

.

■」

以
上
に
ょ
つ
5

 H

ヴ

3
K
Q

命
題
はr

囊

明

さ
.れ

馨

マ
I

.

が
、
、f

そ
れ
I

P

S

炭
l

」

Q

f

 

H

過
.

I

い
。 

'後
半
^

久
％
ズ
彼
は
«:

會
發
展
め
葡
プ
^

ロ
ぃ
霞
^

取
别
幽
猜
：：.課
銳
及
沙
國
債
等
の
諸
問
賢
論
じ
弋
.
4
ぢ
6

.
そ

ふ

て

こ

れ

ら

は 

總

：ベ̂
值

接

間

接^

^

:

の

命

題

：と

關

聯

し

.て
‘ゐ
.名
<7
)
'
^

V
V

,
,前
毕
を
通
乜
犮
彼
は
炭
價
の
漸
贫
的
騰
»-
は
英
國
獄
篆
.の
衰
诞
^
招
く
所
以
を
論
じ
た
の
で
ぎ
る
；が

•
衰
退
と
，は
何.か
W
域
ひ
.は
逆 

に

進
- #
と

は

何

，
か
、
に

つ

い

._て
は
、
格
別
か
說
#

が

な

か

，
つ

た

.
o第

ん

章「

社
會
成.長
か
.自
然
法
則

」

，は
と
れ1
取
扱
.つ
た
も
の
：
で
、
進
渉

は
'如
何
に
し
て
'
測定
さ
れ
る
如
、
そ
し
-て
如
何
な
I
場
ん
n
を
指
し
て
.進
我
が
均1

.

的
.eg

i
f
o
m
l
)

と
い
ひ
.ぅ
る
か
を
明
か
な
ら
し
め
ん

/ 

. 

. 

* 

• 

\

 

\ 

•

^

.s
:

•ジ
，.ェ
ザ
ォ
ン
う
の
1
石

炭

間

'
I

七

.

S
九1

〕



, 

. 

多 

♦

W

.

S
 •■
ジK

ゲ
ォ
ン
ス
の

「

«

炎
問
駔
し
：
 

,

.
一

八

、

S

九
.
5

 

と
す
る
1.
0

均
、>
1的
と
は
こ
い
で
は
芷
常
的
と
^

換
へ
て
も
大
螫
は
取
い
で
あ
.ら
ぅ
。
ピ
の
問
題
に
於
て
.彼
の
依
據
す
る
も
の
は
.マ
ル
サ 

ス-
3

\
ロ
氣
理
で
あ
る
0

闫

く

'
'

「

同

じ

性

質

同

じ

境

遇

'(
7
:
>生
物
は
同
じ
:«

何
比
，
率

を

以
_
て
倍
加
す
る
と
い
ふ
と
と
は
、
言
葉
の
意
味
か 

1

度
び
王
雇
广
了
解
さ
れ
る
1

§

は
、
/
自
明
の
理
で
;̂

る」

6

,

.'̂
0̂

即
，ち
5

的
成
長g

‘
は「

等
し
：き
期
間
に
於
け
る
均1

#

倍
如」 

で
あ
つ
て
"
.

「
こ
の
歡
則
は
そ
の
眞
實
に
し
て
必
然
询
尨
る
し
と
>
 

十
ヶ
的
法
則
と
異
名
と
こ
ろ
は
な
い」

(

許
ニ)

。
蓋
し「

單
な
- 

石
人
の
.數
に
つ
い
て
安
當
す
る
■
こ
と
は
、
人
の
條
件
欺
他
の
’
諸
要
素
に
つ
い
て
も
亦
受
當
す
べ
き
笹
で
あ
各
"

も
し
吾
人
の
父
母
がI

 

定
’の
社
會
的
前
進
を
遂
げ
た
と
す
れ
ば
、
吾
人
に
し
て
'
不
肖
な
.ら
ざ
る
限
り
叉
ぬ
境
遇
が
ー
變
せ
ざ
る
限
り
、
吾
人
も
亦
同
一
の
前
進 

を
遂
ぐ
べ
梟
：I

I

る
。
も
し
落
に
し

V

所
得
I

加
.し
、
ま
た
.は
鐵
の
消
f

倍
加
.し
、
S

1

國
？

_

物
を
倍
加
し
た
り
と 

す
れ
气
吾
人
に
し
て
性
質
^

遠
遇
が
一
變
せ
ざ
.
る
限
り
、
‘
菩
人
'̂

亦
斯
く
爲
す
べ
.
含
管P

あ
る」

®

3

0
然
ら
对
石
炭
消
置
の 

均
一
的
蕃
的
發
展
と
は
何
か
。
：そ
れ
が
魏
何
級
數
的
i

た
る
べ
き
i

は
右
の
言
ょ
り
し
‘て
明
か
で
あ
る
が
、
彼
は
日
，ふ
、「

S

 

消
費
敷
は
事
實
人
口
ど
一
人
當
表
均
消
費
愈
な
る
ゴ
つ
の
，デ
ィ

メ
ン
ジ
二
’の
量
で
あ
今
：
：
十
九
世
紀
初
頭
以
來
人
口
は
略
 々

’
9

倍
大
と
な
つ
た
.が
、
石
炭
消
费
盘
は
十
六
倍
强
，と
な
つ
た
<0

即
.ち
人
：！ニ
、人
當
り
、消
费
最
は
四
倍
火
と
抆
つ
た
ゎ
け
で
あ
る」

設
0

0
 

石
炭
消
費
.
の
斯
か
.る
.飛
躍
的
'增
大
が
そ
の
芷
常
的
迆
步
で
あ
り
、
.
こ
’
の
避
步
の
卜
ー
に
英
厕
の
歡
展
が
築
か
れ
た
と
す
れ
ば
，
こ
れ
を
永 

、
勺
に
期
待
し
辱
ざ
る
；こ
、と
は
勿
論
で
あ
る
。
こ
れ
間
の
'
满
^

は
彼
の
次
ノ
の
文
章
の
ぅ
‘ち
に
_

さ
れ
て
ゐ
る
。「

吾
人
は
、需
要
と
共
に 

未
だ
明
か
に
'減
少
ぜ
！
る
赘
滅
を
荔
礎
と
レ
て
富
裕
稠
密
と
な
り
0

、

あ

る

。

こ

の

國

a

示
す
均
一
異
常
の
成
長
率
は
こ
れ
に
依
據
す 

.
る
'
O
I吾
、
は
、
.恰
'̂

未
'だ
眼
界
の
知
ぢ
，れ
ざ
る
豐
饒
故
る
新
國
土
に
擴
が
り
，つ
、
あ
る
.移
住
者
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
併
し
救
は
断 

.
か
る
成
長
率
は
遠
か
ら
ず
し
て
年
々
の
‘消
費
を
ば
そ
の
'總
供
拾
®

に
達
.せ

し
.a
6
.
る
と

い
ふ
痛
ま
し
き
事
_賓
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。 

炎
坑
が
’
次
第
に
深
く
な
り
採
炭
が
困
難
と
な
'
れ
ば
"

吾
人
の
進
汝
を
停
也
せ
し
め
る
と
こ
ろ
の
•漠
然
と
し
て
而
も
避
け
難
い
限
度
に
.突
.

き
办
た
る
で
あ
ら
う
。
臀
へ
％
言
へ
ば
印
度
ひ
彼
岸
1
發
見
し
始
.め
々
ょ
う
な
も
町
で
，あ
る

0
人
1:
1
-の
波
ば
そ
の
窜
に
當
つ
て
碎
け
、

岸
に
寄
せ
返
•へ

す

裏

看

。
移
往
者
は
、
、更
S

ん
で
i
i-
l

處

女

管

，

こ
と
放
出
^
•な
い
か
ら
、
次
の
最
上0

_土

地
に
寄 

せ
返
し
"
遂
に
は
山
め
.上

ま
で
耕
す
に
至
，る

で

あ

ら

う

.0
こ
れ
•.と
同
様
に
、
，吾
入
は
從
¥
の
如
き
淺
い
炭
坑
を
見
出
す
こ
と
は
出
來
な

.ぶ
：
,<
:^

石
：が
—

乘
ポ
痛
_

費
用
，'^
.亦
離
_

塌
8

觸
炭
坑
、漏

本

嫌

取
%

教

^

«

-:#
:
:
霉
 

‘
ね
ば
な
ら
ぬ
。
農
場
は
、
如
何
に
そ
の
耕
作
を
進
め
て
も
、そ
の
方
法
宜
し
き
を
、得
れ
ば
永
久
に
引
-«

き
一
定
の
收
獲
5:
:
,
窗
す
に
反
し
、 

鑛
山
に
於
ズ
は
柯
坐
產
な
‘
る
も
の
は
食
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

一
使
び
樨
限
ま
で
押
進
め
れ
ば
、坐
產
物
也
間
^

な
く
減
少
'
し
始
め
、

.零

.に
向
つ
V

低
下
す
る
o
'
飭
ら
ば
.、
吾
人
.
の
富
と
進
步
が
^

炭
の
優
れ
た
吏
配
に
依
存
す
る
限
り
、
吾
人
は
蕾
に
從
來
の
進
步
を
倥
止

.

せ
ざ
る
そ
得
ざ
>
?
の
み
か

—
逆
の
進
路
を
迪
h
始
め
-ざ
る
を
得
な
い
の
■で
あ
る」

/亂
莳
乂 

、

,

.

ジ
.
工
ヴ
ダ
ン
ス
の
社
會
成
長
法
則
ば
、
上
記
の
如
く
、
マ
ル
サ
ス
人
ロ
.
原
理
の
.
.ー
變
形
と
見
ら
れ
ょ
う
。
卽
ち
人
ロ
の
代
り
に
產
業
'

:.
- 

、を

生

活

資

积

の

代

り

に

石

炭

を

置

き

替

‘へ
れ
ば
ょ
い
の
で
あ
る
0 

I

は
魏
何
級
數
的
倍
加
が
成
長
法
則
な
る
^

述
べ
た
後
で
、「

全
問
-

.

.I 

.

題
は
斯
か
る
見
聯
の
右
炭
消
費
へ
^

適
肝
に
集
中
す
る
0

吾
人
の
生
存
は
氣
早
や
吾
认
.
の
：穀
物
生
產
：に
.
は

依

存

し

：な
’い
0
.
:穀
物
際
例
.の
.

塾

期

的

駿

巷

ゝ

菩

人

を

馨

か

ら

石

: ^
へ
移
し
置
い
た
。
少
く
急
れ
^ .
、|4

炭
が
結
儒
の
主
要
產
物
と
し
て
認
め
ら
れ
る
時
代 

を
#
1す
る
も
や
で
あ
り
、H

業
的
利
益
の
優
管
割
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
後
者
は
石
炭
•消
費
の
增
大
の
別
，名
に
外
故

-ら
な
い」

C

5
ハ
、

と
論
じ
た
Q

1
あ
る
。
激
る
に
.彼
ゆ
更
次
の
章
に
於
て
特
に
人
口
動
#
、論
を
採
り
上
げ
、
右
炭
消
費Q

增
•火
が
人Q

Q

增
加
に
如
何 

な
る
1,
響
^
與
へ
る
ヵ
を
考
察
し
て
ゐ
る
0
こ
の
章
に
.於
て
特
に
注
目
に
値
す
る
、の
は
、
人
ロ
統
I+
-
の
分
析
ょ
り
し
.て
早
晚
人
口
の
^

I

す
べ
含
と
•を

霧

し

y

ゐ
る
部
分
で
•
あ
ら
う
。
日
く
、.「

さV

一
八
二一

年
以
後Q

•
增
加
審
眺
め
れ
ば
、吾
人
は
？

に
、
相
次 

.

ぐ
五
つ
の
十
年
間
5

.%

加
率
が
.極
め
て
，明
瞭
に
且
つ
連
續
的
に
減
少
し
て
ゐ
る
^;

い
ふ
.事
實
に
驚
か
さ
れ
る
。
七
八
欠
の
率
は
次
第
に 

• 、
W

.

S

,ジK

ヴ
ォ
ン
ス
のr

石
炭
問
？
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评
5

，ジ
ェ
ヴ
-ォ
ン
ス
の
1

汩
炭
問
_題
.
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' 

.ニO

 

- 

• 

C

■四
九

f
.
:
.
.
.
:

ll
.
. 

... 

■ 

S 

■ 

.

.

. 

.

.
:卜

ベ
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-
/■ 

' 

' 

.
/
.

.

.
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•

\

 

. 

十

六

、
；
十

四

、
.士
ー

 I、

十
一一

と
依
下
し
て
ね
る
。
そ
こ
に
は
收
歛
の
.樣
相
が
、
即
ち
停
滯
狀
態
-
へ
の
新
ら
し
き
接
近
，の
様
相
が
あ
る
Li
_
:
, 

f
:

.

'

び

酿
$

と

。
：
.
英
國
に
於
ま
.ロ
%

加
率
遞
減
の
|
.般
'に

認

め

ふ

れ

涂
^
 

八

七o

年
代
以
降
.の
こ
と
で
あ
る 

-

.
,

-

■ 
. 

•

か
ら
、
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
^

の
右
の
論
斷
は
著
し
く
こ
れ
に
先
、行
し
た
'

と
が
判
る
。，
エV

力
1

F

は
そ
の
ジ
工
グ
ォ
ン
ス
論
に
於
て
、「

私 

-

.

•

 

の
知
る
眼
り
で
は
、
ジ
ュ
ヴ
ォ
ン
ス
は
確
か
な
證
據
を
以
て
こ
ひ
傾
向
の
存
在
を
說
證
し
た
最
初
の
學
絜
で
あ
る
.

」
(

跌
八.

)

と
批
評
し
；

て
ゐ
る
。
併
し
こ
.
れ
ら
•
の
長
所
あ
’
る
に
拘
ら
ず
，、l

il

十
頁
•に
及
ぶ
そ
の
人
口
動
態
論
は
主
題
と
比
較
的
關
係
ば
薄
い
と
言
へ
.
よ
ぅ
。
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.

,

石
炭
消
費
の
節
1

认
は
代
用
混
の
' 

1

が
毫
も
將
來
の
危
惧
を
i

し
-得

ざ

る

こ

と

は

、

ジ
ェ
，
ヴ

。
ォ

^

ス
0.

.
繰

返̂

强
調
し
た
と

、
こ
ろ
で
:̂

る
が
、
更
に
第
十
三
章
に
於
て
は
石
炭
輸
入
の
問
倔
を
採
上
げ
て
、
右
と
類
似
の
結
論
に
到
達
し
て
ゐ
る
'
，の
で
.あ
る
。
.
卽
V
 

,1

部
の
.
論

者

は

、
、
英

物

に

.於

け

，
る

狞

炭

の

.涸

嘏

は

、
，
將

來

外

國

'に
於
て
開
發
さ
れ
る
で
.あ
ら
ぅ
.豐
富
な
る
炭
屈
よ
り
の
輸
入
に
よ
つ
て 

.
:
:.

充
分
.に
對
扰
さ
れ
ぅ
名
-%
.の
と
期
待
す
る
の
で
ぁ
る
.
.
.が
、
彼
は
斯
か
る
溜
像
を
ば
、
、貿
易
.の
原
班
及
び
特
に
英
國
質
易
の
特
殊
事
情
よ

り
し
て
全
面
的
に
否
觉
せ
ん
と
す
..る.の
>で
あ
る
。
'そ

の

論

旨

は

，
略

々

次

の

如

含

.も

.の

.で
あ
る
6
英
國
は
謂
ふ
ま
で
も
な
く
原
料
を
輸
人 

.
し
加
工
品
を
輸
出
す
る
。
唯
だ
原
料
品
の
大
宗
た
る
石
炭
に
つ
い
て
は
f

.
を
異
‘に
し
、
久
し
v>
以
前
よ
り
重
要
な
石
輸
出
品
で
あ
り
、
 

:
ジ
チ
ヴ
ォ
ン
ズ
の
執
犖
當
時
も
每
年
略
々
七
苗
萬
肩
.を
算
し
て
ゐ
た
o 

'併
し
他
，の
.各
種
原
料
品
と
雖
も
、
そ
れ
以
前
に
：̂
て
は
全
部
又
. 

は
大
部
分
自
國
に
•於
て
供
給
し
.た
の
で
あ
る
.。

然

ら

ば

同

じ

こ

と

，
が

石

炭

に

’
'つ•い

て

ば

：
經.不
’可
能
な
の
で
あ
る
か
。
そ
の
涸
渴
に
近 

づ
く
k
.從
び
、
こ
れ
を
豐
鼠
低
廉
な
る
.外

國
石
炭
杧
ょ
つ
て
代

位

せ

し

め

る

こ

と

が

何

故

不

可

能

な

.の
で
あ
•る
か
。
答
.は
簡
單
で
あ
つ
，.. 

て
、
要
す
る
に
莢
國
の
有
利
な
る
筧
晷
と
、
從
つ
て
そ
の
瓦
大
.な
る
，產
業
的
擴
大
は
、
，L

に
■
富
な
る
石
炭
の
存
在
を
前
提
と
し
て
の 

,
み
可
能
だ
か
ら
で
あ
るV

謂
ふ
ま
で
も
な
く
、
原
料
品
，と
完
成
品
と
で
は
そ
の
嵩
に
大
差
が
あ
る
。
.故
に

原

料

品
を
運
び
來
つ
•た
船
舶 

が
、
出
淄
に
際
し
て
も
し
^
成

品

の

み

を

積

む

、
と

す

れ

ば

<«
»

_
に
甚
だ
1
い
お
駄
を
生
ず
る
ぐ
と
に
な
る
。
斯
か
る
場
合
1
何
等
か 

ブ
私
の
嵩
高
商
故
^

■
え
於
如
：と̂
で
^

^
む
怂
舊
紙
あ
右̂
谢

彳

て

破

秀&
英
國
办
右
黔
は
り
；
^

.に

.供

給

さ

れ

，る

の

で

あ

.̂
。
斯
知
る
特
殊
事
情
あ
る
が
故
に
、，，
:1
>
1>
英
國
が
_
|
5炭

-«
:
轍
人
ず
岑
に
'至
れ
ば
、：.そ

め

^

^

に

特

別

の

船

腹 

.

.が
必
要
と
.な
^
、
而
も
こ
.れ
ら
船
舶
.：は
、
.何
れ
も
僅
か
の‘積
荷
を
以
、
英
國
ょ
、り
出
帆
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
英
國
輸
ん
炭
の
價
格
は 

.搜
だ
し
，く
高
く
な
り
、
他
方
輸
出
品
の
外
國
‘に
.於
け
.る
慎
格
も
高
く
なO'
て
、
英
國
は
製
造
に
於
.て
も
販
賣
に
於
て
も
著
し
い
不
利
を

.
招
，く
に
至
る
'.
0
即
ち
石
炭
の
輸
ん
，
.
0如
ぎ
.は
<»
商
業
上
.不
可
能
.に
し
；■て
有
り
.得
ざ
る
こ
.^(
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石
炭
の
急
激
な
る
涸
渴
を
防
止
す
る」

手
段
.と
し

，
て

、

現

に

行

は

れ

つ

、
あ

る

年

々

Iの
莫
：
^

な
^

^
輸

出

に

對

し

て
㈱

m
す
ベ
し

と 

，
の

說

が

あ

る

。

で

れ

に

•對
し
て
，も
ジ
工
ヴ
ォ
ン
ネ
は
そ
の
効
果
に
*

を̂

抱

く

も

，
の
，
で

あ

る

o

こ
の
輸
出
徵
の
目
的
は
、(

一)

國
庫
收 

w
-
b
.
•

ジ
X.
ヴ
ォ
•ブ
ス
の
1石
®

趙

レ

■ 
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ニ

ー
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s

九
六)

人
の
增
伽
、(

ニ)

他
國
の
’競
.爭
的
|

|

抑
壓
、
§

石
炭
輸
出
I

雞
な
ら
し
め.、
こ
れ
5

つ
て
そ
の
麗
を
防
李
る
こ
と 

の
三
つ
杧
分
ち
う
る
が
、
欺
一
の
自
的
は
.第一

ー
及
び
第
ー
ヒ
の
そ
れ
と
豕
盾
す
る
こ
‘と
.明
か
.で
，あ
.る
。
即
.ち
國
庫
增
收
を
計
る
た
め
杧
は
、 

可
及
的
に
第
P
及
び
第
三
の
結
果
の
坐
ぜ
ざ
る
よ
う
、，.換
言
す
れ
ば
そ
れ
が
禁
止
的
高
税
た
ら
ざ
る
よ
う
、
努
め
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で 

-あ
‘る
0ニ
史
に
、

こ

の

第
.

j

目
的
衩
*
そ
れ
が
英
國
海
運
業
に
與
へ
る
打
寧
に
よ
つ
む
結
局
無
意
味
に
終
る
で
あ
ら
う
。
次
に
第
1
S.
E

, 

-

. 
: 

. 

I :•
 

-
:
-
*■
.

.

.

.
3
 
.
、 

.. 

■ 

- 

, 

t 

•.

パ

'
.
\

ゾ：：,.

的
に
0
い
て
は
、

大
陸
諸
阈
と
の
平
：和
的
交
通
を
園
策
の
棊
調
ど
す

.る
當
時
の
英
國
と
し
て
は
到
底
採
用
し
得
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
そ 

こ
で「

殘
る
唯
.-
^
の
問
題
は
、
.英

國

の

將

來

を

石

炎

涸

渴

‘の

齋

す

危

險

ふ

り

免

れ

し

め

る

と

い

ふ

填

純

に

し

孓

合

法

的

な

自

衞

手

段

と 

ジ
て
.部
分
的
叉
は
売
淦
な
禁
止
的
輸
出
税
を
課
す
可
き
_や
否
や
と
い
ふ
こ
：と
で
'.,
あ
る
？
も
：し
吾
人
に
し
て
再
び
貿
芴
制
限
に
訴
へ

る

な
 

‘ら
ば
、‘
吾
人
が
穀
物
條
例
を
，廢

止

し

た

理

甶

は

判

ら

な

V

な
る
。
蓋
し
'こ
の
^

^

ど̂
石
炭
涸
渴
の
防
止
に
有
効
な
#*
段

，
は

あ

り

得

な

.
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•
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.
.

..い
か
ら
が
あ
る
.。
，冷
た
右
廣
は
禁
輸
.す
る
が
魏
鐵
は
し
な
い
と
.い
ふ
理
由
も
金
く
判
ら
な
.い
。
魏
鐵I

噸
は
略

一々

砀
の
石
炭
め
消
費
.. 

を
意
味
す
.る
か
ら
.で
あ
る
.0
.要
す
名
に
禁
止
的
輸
出
税
の
，彻
題
は
、
.質
易
の
自
殺
的
發
展
$:
•
.許
す
の
が
正
し
い
か
否
か
と
い
.ふ
一
般
的
：

間
題
のJ

.

部
に
過
ぎ
な
-い
の
•で
あ
る
。J.

(

註1
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*

斯
く
の
如
く
し
て
、
咬H

ヴ
ォ
ン
ス
は
S
炭
涸
渴
よ
り
生
ず
る
危
險
を
有
.効
に
防
止
'す
べ
き
方
法
を
遂
.に
發
M
し

得
な
か
つ
た
.の
で 

あ
る
。
即
ち
t

の
腦
裡
に
‘は
、
英
國
の
將
來
は
極
め
て
陰
觀
な
る
色
歡
を
以
て
描
か
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
然
ら
ば
こ
れ
は
全
ぐ
人
カ
を
ー 

超
え
た
，.る
荷
命
と
し
て
諦
觀
さ
る
べ
き
セ
あ
ら
う
か
。
素
よ
り
斯
く
簡
單
に
斷
念
す
る
'が
如
せ
は
、
英
福
人
と
し
て
忍
び
う
る
と
こ
ろ 

で
は
な
い
。
斯
く
て
彼
はp

ヶ
■の
提
案
を
試
み
て
ゐ
る
の
で
あ
^
。
、そ

れ

は

謂

は

^
最

後

の

足

搔

き

に

過

ぎ

な

い

と

は

い

へ
、

猶
且
つ■
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■
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一
っ
50
對
策
で
は
ぁ
る
0
卽
ち
そ
れ
は
-

石
炭
.に
^!

っ
て
裔
ら
さ
れ
た
英
國
の
過
去
及
び
現
在
の
苴
.大

な

务

掘

濟

カ

を

过

、
後

，至

者

Q

.
«歡
輕
»

1

_用
ず
を
^

ゼ
に
ょ：

つ
^:
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.

石
炭
の
現
在
の
浪
費
に
對
し
て
後
世
ヒ
保
護
す
‘
る
策
と
し
て
贫
の
提
案
し
得
る
唯
ー
の
、も
の
は
、
多
少
英
斷
を
要
す
石
性
質
の
も
の

f 

あ
る
。
卽
ち
そ
れ
は
、
國
債
の
減
少
叉
は
偾
還
と
い
■ふ
こ
と
セ
あ
る
。
；•
•負
觀
減
少
に
向
け
ら
れ
る
年
々
の
割
當'は
、
國
の
生
產
：

g

 

ニ
餐
^

の
檜
加
-̂
現
在
の
‘過
度
杧
惫
糖
な
芩
進
涉
疗
请̂

の
^

止
^
^
^
^

う」

_

(

f-
f

e

p
と

。

一
1

0

の
う
ち
最
初
の
目
的
は
、；
こ
、
で
ば
明
か
-
に
矛
盾
で
あ
1

が
、
と
れ
に
つ
‘い
て
は
彼
は
何
等
の
說
明
を
加
べ
で 

ゐ
な
い
o 

'
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-

っ
？
何

れ

紀

せ

ま

、

：彼

：の

議

諭

が

；赁

時

询

題

恕

り

.し

減

債

基

金

名

密

接

：に

_

聯
し
：，
と
^
に
一
ヶ
の
的
根
據
を
提
供
し
た
こ
と
は
事

■,實
で
あ
る
。.
そ
し
て
こ
の
點
こ
そ
"•後
陵
述
ぶ
る
が
如
く
、
彼
を
し
て
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
及
び
ミ
ル
等
の
賛
同
を
得
し
め
、
延
い
て

.

*,
•

-

 

-
• 

, 

■ 

.

, 

• 

:
 

.
•

.

.

.人
，の
.注
目
を
•ニ
身
に
蒐
め
し
め
.る
^

至
<>
.た

契

機

た

：り

じ

も

_の
、.で

多

る

？

そ

の
.包

藏

す

： .

る
#

か
：ら

ざ

る

缺

陷

に

：

も

枸

ら.ず
、
：彼
に
と
.つ ：.

:
«b
''I
E
に
劃
期
的
著
作
た.る
所
以
は
と
.
V
,に
：在

る

デ

、
：

，
. 

、ノ 

.

こ
れ
ま
で
論
じ
來
つ
た
こ
と
か
6

、.
.彼
の
.
到
達
し
.た
.最
後
的
結
論
：は
自
ら
明
か
で
あ
ら
う
e

即

ち

末

尾

の-:
節

は

次

の

如

き

暗

澹

た 

る
:̂

の
で.あ
„る
。
：
0
.
く

、
：
.

「

斯

か
.る

地

位

，の
'
保

持

は

物

理

的
’に

不

可

能

.
で

あ

る

ァ

的
な
平
凡
さ
の
間
で
、
•重
大
な
選
擇
を
爲
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。」

と
。
c
tt
-
.
l
y.
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.以
ド
1が
.ジ
.‘

：

ェ.

ヴ
，ォ
ン
ス.の
.：

「

布
炭
問
題1:

の
■論
旨
.で
.あ
ス
-0
>
'れ
が
如
何
な
る
i

か
ち
#
-か
れ
：

k

か
.は
旣
,に
述
ベ
た
。
' 即
ち
，そ
れ 

w
A
k

エ
タ
ォ
ジ
テ
の
1

石
炭
^
題

<1
-
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四
九
八
.

〕

.
-
パ

，
は

、1.

面
で
は
學
問
に
對
オ
る
不
退
轉
の
熱
意
に
出
で
.た
こ
と
勿
論
で
あ.る
が
、
同
時
に
多
分
の
政
治
的
關
心
と
個
人
的
野
心
ゝ
と
’に
促
：
 

が
さ
れ
.：た
こ
^
ん

囊

セ
^

る
タ
、然
ら
ば
本
寳
：の
刊
行'に
よ
つ
て
、
彼
の
版
い
た
與
は
斯
し
そ
 

一
言
に
し 

て
鼠
へ
ば
、
然
り
と
答
へ
ぅ
る.の
で
•あ
る
。
こ
わ
間
の
事
情
に
つ
い'て
.は
、
苒
び
彼
のLetters.

-p
n
d Jo

u
r
n
a
l

に
戾
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

$

が
M

a
i

n
s

か
ら
出
版
さ
れ
た
の
は
一
八
六
五
年
四
.月
末(

ニ

十

四

日

ょ

り

三

十

日
±-
で
の

週

間

)

で
.あ

づ

た

。
然
る
•に
平 

-く
，
も

そ

の

翌

月

ヒ

は

リ

ヴ

ァ

ブ

1
ル
のQ

u
e
e
n
s

 

C
o
l
l
e
g
e

の
論
理
學
及
び
經
濟
擧
'の
敎
授
に
任
命
さ
れ
、
久
し
い
希
望
は一

:醇
、

滿
た 

さ
れ
た
の
、
で
あ
る
。

.併
し
こ
、の
任
命
が
該
書
と
關
聯
し
て
，ゐ
る
と
は
考
へ
.ら
れ
な
い
。
斯
く
も
短
時
日
の
ぅ
ち
に
一
新
刊
書
が
一
般
の 

■:注

意

令

喚

起

す

冬

と
.か
：、
，
況
：や
そ
の
爲
に
敎
授
職
が
提
供
さ
れ

„る

と
^
夺

 ̂

要

す

， 

,
る
ぬ
該#
と
’は
無

關

係

に

、
、卽
、ち
そ
れ
迄
に
，赢

ち

歡

た

僅

が

の

學

的

成

果

^

よ
.つ
.て
認
め
ら
れ
.た
4'
'
の
'と
考
ふ
べ
き
で
あ
ら
ぅ
。
事
實 

上
の
她
位
は
、
彼
■の
衷
心
希
望
じ
た
そ
れ
と
は
未
だ
多
分
の
距
離
が
あ
る
の
で
あ
る
。
讓
書
が
人
の
注
意
を
惹
き
始
め
た
の
は
そ
の
年 

の
終
り
，頃

と

思

は

れ

る

。

’六
月
三
ぼ
附
の
妹
ル
-シ

ー

宛

書

面

に

「

私
は
書
評
そ
必
他
の
，形

.で
^
く
«

書
に
.
0
.
.
い
'て
何
等
か
の
.結

果

の

'
現 

は
れ
ん
ご
と
を
望
ん
で
ゐ
.る」

と
の
一

節

が

あ
る
。
八
.月
末
に
は
末
弟
ト
ム
を
連
れ
て
、

#

螯
の
た
め
瑞
西
に
赴
い
た
が
、
そ
の
：自
贫 

:
美
は
生
涯
彼
の
腦
裡
に
刻
み
込
ま
れ
、
' こ
れ
を
囘
©

^
る
.こ
と
は
彼
の
最
大
の
欣
び
.で

あ

つ
た
と
い
ふ
。
，
册

し

十

一

月

四

日

附

ル

ミ

~

 

.■
宛

書

簡

で

は、

「

汨
炭
問
題」

の
餘̂

^

か

ぐ

し

か

ら
_

ざ
る
を
骄
へ
て
ゐ
る
？
然
る
に
十
ニ
月
に
至
り
ジ

'

®

ン
•
ハ
ー
シ
or
ル
よ
り
極
め 

:
て
好
意
あ
る.書
簡
を
受
.取

'0
た
め
で
：あ
る
0
'
.
, 

.

.
:
. 

:

_

: .

.

. 

■ 

■ 

,

',
'

こ
の
書
簡
が
如
何
5

ュ
ヴ
ォ
ン
ぇ
を
_

せ
し
め
た
か
は
、
十II

月

十

晉

附S

日
f

明
か
で
あ
る
。「

咋
I

，
ン
.
ハ
‘丨
シ 

v 

:-:
:
'
:
'
チ
ル
：卿
：ょ
'!
)
:、過
：0:
同
氏
；&

附
し
^「

右
炭

へ
た
滿
足
の
.短
職
間
の
.う

ち

，
に

酬

は

れ

た

一

^

充
分
酬
は
れ.^-
.自
分

に

と

づ

て

：は
深
ー
ぃ
關
心
；と

&
着
.の
'仕
事
で
ぁ
っ
fe
'

と
の
®

籍
が.、.

-讓
む
人
-.は
.少
く
、
理
解
す
る
人
は
ー
史̂:
少
し
.と
し
、で
尨
、
少
く
も
も-
全
賸
と
L

W

や
間
題
，に
關
し
て
恐■ら
く
世
界
一
b

審
刺
官
た
ぶ 

る
一
-^
學
者
の
保
證
を
得
た.Q

で
あ
る
。
發

本
'#
が
決
し
ザ
：些̂

た
：る
务
の
^ .
な
_い
_と
思
_ふ
.と
言
び
_た
い
1

私
と
.し
て
は
.さ
う
言 

は
：ざ
る
を
得
な
い
の
で.あ
る
。
著
手
し
た
と
き
、
主
題
は
私
に
全
，カ
を
盡
す
こ
と
_、
及
•

び出#
ど
な
ら
ば
そ
れ
に
應
は
し
い
取.敗
ひ
^
， 

す
る
，よ
う.锁
吹
し
た
。
そ
し.て
少
く
と
も
努
ガ
に
は
缺
く
る
と
と.ろ
は
*

か
つ
.た
。
藍
し
私
は
休
暇
全
體
を
そ
れ
広
献
げ
，、
屢
々
五
六 

:時

間

引

續

.冶

執

雜

エ

::
:'
.
,殆
士
蓆
を
離
れ
な
が.つ
:&
が
.ら
セ
_あ
る
^
蕃

^-

き
ノ
幾
分
健
康
を
害
し
•衣
の
も
不
思
議
は
な
い
.。
そ
れ
が
.私
の
.精
力
を
消
耗
？
せ
な
か
つ
\た
と
.と
：を
.感
謝
す
べ
き
’で
あ
ら
う
。
今
や
自
. 

分
の
間
遠
.つ
.て
ゐ
為
か
つ
た
•こ
ど
が
保
證
さ
れ
た
‘こ
と
は
洵
に
、愉
快
で
.あ
る
。」

：

：

■

•

'*
: 

. 

V 

乍

併

、
：
ハ.
I
V
.
H
,
ル
.の
.賛
间
は
得
た
が
、
哲
く
は
そ
れ
以
外
に
殆
ど
•反
響
は
散
か
'つ
た
。
2

八
六
六
^
の
五
月
四
日
ま
で
、
彼
は 

絕
ぇ
ず
不
安
.と
焦
燥
に
璣
ば
れ
て
.ゐ
た
の
で
あ
.る
9
五
月
一.日
の
.日
記
に
-0
く
.「

.最
も
深
き
失
望
が
襲
办
來
る
と
も
、4

、

神
よ
：
-，.吾 

れ
に
力
を
观
へ
よ
、
汝
の
勇
敢
忠
實
な
.る
下
僕
た
ら
七
め

よ
。」

同
四
‘日
の
日
記.は

い

ふ

、

「

吾

々
が
吾
々
の

裡

に

神

の

動

き

つ

、

あ

る 

を
倡
ず
る
と
逢
-
如
何
に
し
て
猶
の
存
在
#
疑
ひ
，得
や
う
か
0
'以
前
は
滅
多
に
な
か
.つ
，た
と
^
だ
が
、
こ
の
頃
は
よ
く
不
安
と
失
望
と
.
. 

失
敗
感
に
襲
は
れ
飞
。
併
し
そ
の
最
朴
に
在
.'つ
て
私
は
殆
ど
談
明
し
.得
な
い
平
靜
士
希
望
の
午
前
を
送
つ
次
。
私
は
敎
會
へ
行
つ
た
。

そ
、し
て
斯
緣
-̂

讃
美
歌
も
說
敎
も
、
私
衷
自
猬
を
與
.
へ.
る
た
め
に
'#

か
れ
た
2

思
は
れ
た
0
'
目
的
が
高
け
れ
，ば
、̂:
'

の
失
敗
す
ら
、偁
い 

•
臼

的

に

於

け

る

成

功

に

勝

る

，士

い

、ふ

感

じ

は

_
抑
.
々
ど
こ.か
ら
來
る
の
ち
あ
ら
う
0

そ
れ
は
必
ず
や
創
造
主
か
ら
に
相
違
な
い
。
盖
し
凡' 

て
下
劣
な
る
も
の
は
、
成
功
と
儒
脱
を
愛
し
祟
满
す
る
か
ら
。
而
も
私
が
崇
、拜
し
う
‘る
と
、思
ふ
‘最
高
の
成
功
>

は
、
自
己
の
目
的
を
圃
、

#
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の
日
記
は1 

語る
、

「

以
上
が
啉
日
の
私
の
考
へ
‘で
ぁ
つ
た
デ
今
日
は
私
は
天
啓
と
し
か
思
へ
な
い
苒
箱
信
を
得
た
の
で
ぁ
る
。
以
下
は
マ
.：
 

ク
ミ
ラ
ン
氏
よ
セ
，廻
送
さ
れ
た
手
紙
の
寫
し
で
あ
る
。 

—

.

拜
啓
。
ク
.土
ヴ
す
ン
ス
氏
の
石
炭
に
關
す
る
著
作
を
御®.
贈
下
さ
れ
し
は
貴
殿
な
る
や
必
*
グ
ォ
ン
ス
氏
な
る
や
は
存
ぜ
ず
候
へ
ど 

‘
ヽ

も
，小
坐

は

注

意

深

く

，且

つ

興

常

‘の
興
味
を
以
て
讀
了
仕
り
候
。
そ
は
小
虫
に
深
き
感
銘
を
^

へ
、
國
債
に
關
す
る
吾
人
の
義
務
に 

‘
ク
い
て
小
生
の.久
し
く
而
も
益
々
增
大
的
カ
を
以
て
抱
懷
し
乘
り
し
確
信
を
强
む
‘る
‘も
の
に
候
。
該
書
呔、
廣
汎
に
し
て
洵
に
際
涯 

の
な
き
問
題
を
巧
妙
に
論
述̂
る
も
の
と
存
せ
贫
^
パ
但
し
小
生
に
は
科
學
的
知-識

- ^
之
た
め
、
そ
の
重
大
な
る
結
論
を
充
分
に 

判
断
致
し
難
く
、
茨
國
猶
濟
學
派
の
こ
の
優
れ
た
る
所
普
關
し
て
は
他
の
よ
り
重
き
意
見
を
熱

'心
.に
i

い
た
す
ベ
く
赞
ノ
貴
輯 

-

.並

.び
に
ジ
.
'エ
ヴ
ケ
ン
'ス
，氏
，に.對

し

：軍
ね
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ガ
*?*

グ
ラ
'
、ゾ

ド

ス

，ト

ン

」

.

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
シ
が
首
相
に
就
任
し
た
の
は
、
ニ
'年
後
のr

八
六
八
年
の
.匕
.
と
で
、
當
時
は
大
藏
太
臣
た
る
.に
過
ぎ
な
か
つ
た
が
、 

そ
の
政
治
的
勢
力
ば
旣
に
大
な
る
も
■
の
-が

ぁ

，つ

た

。

書

簡

の

ぅ

ち

.に
明
か
な
通
り
、
彼
は
國
債
の
可
及
的
銷
却
を
以
て
財
政
々
策
の
指 

導
原
理
.ど
な
し
、
從
つ
て
ジ
-
ヴ
ォ
ゾ
ス
のr

石
炭
問
題1

‘
は
、
.
彼
の
，®

理
に「

ケ
の
重
要
%.

科
學
的
蕺
礎
を
與
へ
羚
こ
と
、に
な
る
の
.

 

で
ぁ
る
。》

ン
ス
に
と
つ
て
は
、
と
S

大

農

治
I

I

は
凡
ゆ
る
意
味
に
於
て
こ
.
の
H

い
吉
報
で
ぁ
つ
た
に
相
違 

な
い
."

、
六

日

後

の

ナ

ー

R

附
日
記
に
、「

余
の
熱
望
す
、る
地
位
が
次
第
.に
近
づ
い
て
來
た
よ
ろ
に
思
は
れ
る
。」

と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
.

 

の
地
位
と
ゆ
マ
ン
，チ

エ

ス

タ

！
0
豸

日college 

g
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授
皦
を
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し
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事
實
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ル
ン
下
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赴
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會
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書

簡
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ニ

；
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節

ス
ト
ン
訪
問
は
特
に
然
り
で
.あ
つ
た
。
彼
は
機
嫌
よ
く
、
よ
く
喋
つ
た
。
餘
り
喋
る
の
で
私
か
ら
は
殆
ど
ロ
ヒ
出
す
ひ
ま
も
無
か
つ
た 

位
ひ
だ
。
現
に
政
治
の
要
筚
に
往
り
將
來
は
更
に
荷
カ
な
ら
ん
と
し
づ
\
あ
る
人
‘物
の
知
遇
を
5;
'

る
と
い
ふ
こ
と
.は
、
，決

し

て
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意
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こ
と
で
は
な
い
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ま
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三
H
附

，日

記

の
一
節
に
名

T

グ
ラ
ッ
ド
ス
，トン
訪
問
は

.金

'の
容
易
に
忘
れ
得
ざ
る
特
筆
す
べ
き
事
件
で

.
あ
冬
o

1费

者

が

、‘權
勢
の
頂:|
:
^
在
る
偉
大
な
る
大

臣

に

面

徵

す

，苓
と
ぼ

0」

とあ各。
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本

書

第

二

版

は

、

こ

.の
ロ
ン
K

ン
滯
在
中
#
鄉
マ
ッ
ク
ミ
ラ
シ
よ
れ
慫
慂
さ
れ
た
も
の
で
、
爾
後
•數
ケ
.月
の
努
力
に
よ
つ
て
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が
ら
ざ
る
改
修
が
加
へ
ら
れ
つ
同
年
內
に
出
版
さ
れ
介
。
往
前
の
版
は
こ
れ
が
最
後
で
あ
び
、
第
三
版
は
彼
の
死
後F

l
u
x

の
手
.に
よ 

つ
て
一
.九
0
六
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ノ
即
ち
第
ニ
庳
よ
り
四
十
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經

て

現

は

れ

た

り
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‘の
第
三
版
は
右
四
十
年
間
の
^

實
を
隨
時
挿
入
し
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特
に
統
計 

は
.そ

の
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!
,第
1
1版
の
ぞ
れ
に
歡
續
せ
：し
め
て

^;
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た
め

.ゝ原
著
者
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手
に
成
る
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と
然
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ざ
る
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の
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が
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最
後
に
骷
さ
ね
ば
な
ら
尨
い
の
は
、
時
の
シ
正
赖
學
派
の
代
表
者
ジ
プ
ン
.
*ス
チ
ユ
ア
ー
ト
•
ミ
ル
と
の
關
係
で
あ
る
パ
周
知
の
如
く
、

ジ

尤
ヴ
ォン
ス

は

疋

統

，
學

派

の

反

逆

觅

で

あ

-つ
：
，
た0
興
に
そ
の
學
的
坐
涯
の
發
端
に
於
て

r

花

確

派

-に
對
す
る
熾
烈
な
る
反
抗
の
氣.
 

勢
を
あ
げ
た
こ
と
は
旣fc
述
，へ
た
が
*
こ
の
反
感
‘は
そ
の
後
主
と
し
て
ミ-ル
に
凝
集
さ
れ
‘
た感
が'あ
る
。
■

「

經
濟
學
純
理」

第
二
級
の
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文

に

於

，て

は

、

ミ

ル
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對

し

ズ
&
l
e
:
b
'p
l
t
 w

r
o
n
,
g
-
h
e
a
d
e
d

珠
る
形
容
詞
，を
附
し
て
が
る
が
、
洵
に
ケ
イ
ン
ズ
の
評
言
，の
如
く
、
そ 

以

反
感
，
は

赁

病

的

症

狀

を

虽

し

て

ゐ

た

の

■で
あ
る
。
ぞ
し
て
彼
自
ら
で.れ
を
否
定
し
て
ゐ
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そ
の
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激
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ぬ
と
會’は
れ
る
貴
下
.の
言
を
私
は
圯
し
い
士
唏
望
し
，且

'っ
.信
じ
て
ゐ
る
.
9私
の
ミ
ル

.氏
忙
對
寸
遂
去
の
及
び
將
來
の
批
評
は
、
い
づ 

;
れ
も
氏
の
著
作
に
關
す
る
極
め
て
久
し
^
熟
慮
め
艏
果
で
.來
り
"

^

、̂
、そ
れ
が
思
索
淹
^

^

^

^

觀̂
の
硏
究
^
導

ぐ

に

如

佝

：

. 

に
倒
値
系
名
收
せ
ょ
、

’ 

ニ
鰌
の
•新

ら

し

，
き
僑
條

と

し
て
吾

人

に

强

制

で

れ

て

妨

な

ら

：ぬ

.

A
；

の
增
大
的
確
信
の
結
'果
で
あ
•る
Q
吾
人
は
そ 

の
.長
所
に
ょ
つ
て
利
を
受
け
る
で
.と
は
あ
丨
、

こ
の
，點

尤

つ

い

て

は

心

_配

，は
な
い'炉
、
併
し
晋
人
は
ま
た
そ
の
短
所
に
ょ
つ
て
祷
を
蒙 

る
>こ
と
も
あ
る
.の
で
1
あ
る
0」

と
.
0ま

た
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w
e-D
s C

o
l
l
e
g
e

に
於
け
.る
彼
の
經
濟
學
講
義
.ル
、
飱
ど
.ミ
ル
み
原
論
に
據
つ
た
が
、
こ
れ
-
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は
广
に
學
坐
に
對
す
名
便
宜
的
手
殺
と
し
て
^

あ
っ
で
、
素
ょ
り
ミ
ル
'
-に
對
す
る
敬
章
に
出
-
で
た
尨
の
で
•
は
な
い
。
即
ち
彼
の
學
生
達
、
. 

は
&

は
ロ
ン
ド
ン
に
於
，て
受
け
る
習
歡
が
あ
っ
た
た
め
、.
ジ
、

ヴ

•
ォ

ン

ス

自

泉

の

m

論

は

こ

れ

、に

不

適

當

と

•自

ら

考

、
へ

た

か

ら

で

あ

.

ノ

っ
て\

こ
-の

で.と

は

論

理

學

の

輜

義

に

づ

い

ー

.て
も
同
じ
で
あ
っ
たe

ケ
ィ
ン
ズ
の
ダ
ヱ
ヴ)

ン
ス
論
に
引
用
さ
れ
た
i

0
|

け
の 

言
.に
ょ
れ
ば
、
ミ
ル
に
對
.す
る
反
感
は
論
理
學
の
領
城
に
於
て
.
最
も
甚
だ
し
か
っ
龙
と
い
ふ〕

o

斯
か
る
自
己
抑
制
、は
敗
度
に
内
皮
的
作 

:

.

£
を
及
ぼ
し
、
'
反
感
，は

I

層
强
め
ら
れ
.る
，の
.
み
で
あ
っ
た
。
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彼
の
斯
く
も
嫌
‘惡
す
る
ミ
ル
は
、
し
か
し
、
；ク
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
と
共
に
、
石
炭
调
调
に
禰
し
て
は
t

の
有
力
な
支
持
容
だ
っ
たb

.

で

' 

あ

る

。

ミ

ル

、

亦

熱

心

な

，減

債

戴

金

論

者

で

'あ
丨
、...
從

つ

：

V
.

議

會

，
に

於

け
^

霞
の
擁
護
に
關
聯
し
.て

特

に

^

ュ

ヴ

ォ

ン
一
ス
說
を
稱
揚 

：し
.た

の.も

奇

と'す
，
る
：
に

足

り

な

い

，
が

、

こ

れ

が

；
ジ

-
’ヴ
'
ォX

X
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P

名
聲
を
高
む
る
に
.與
o

‘
H
大
な
る
貢
献
.の
，あ
.
つ

た

こ
と
は勿
論
で
あ 

' 

.
 

'
.る
。
ミ
ル
が
議
會
に
於
.ズ
該
醤
に
貧
及
し
疼
の
.
は
四
月
十
七
.日
セ
あ
.る
.が
;-
'

彡

；

ヴ
，
ォ
ン
ス

^

1
1

十
日
の
日
記
に
姑
、「

自
說
が
爾
く
ヰ 

.

.

，偉
大
な
國
象
か
議
會
^

於
て
マ
人
め
偉
大
な
哲
學
者
贮
ょ
り
て
引
用
さ
れ
齊
同
さ
れ
る
と
ば
ク
^

セ
卜
と
記
さ
れ
ツ
明 

謝
意
を
表
明
し
て
.ゐ
.る

が

、
，
上

記

の

如

く

、
，
こ

o'

念
は
結
局I.

時
的
の
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
.

$

>あ

る
-<
?

ノ 

:

.何

れ

に

せ

，
よ

、

ダ

ラ

ッ

•ト
ス
ト
ン
及
び
ミ
、ル
の
交
持
は
彼
を
し
：て
ニ
，鷓
著
名
な
ら
し
め
、「

石
炭
問
題」

は

I

層
朝
野
の
關
心
を
惹
く
，

，
と
，
共

に

、
，

.彼
の
自
信
は
益

'々强
め
，ち
^ .
名
_に
：至
つ
'た
：。
：5:
月

成

日

附

；ル
^

1
宛

書

簡

め：--
^
^
^
^

ス

ト

ン

氏

を

誤

ら

し

め

た

と

非

難

し

て

ゐ

る

。

勿

論

誰

で

も

批

判

さ

れ

幾

分

，緋

謗

さ

れ

，る
，

9

泣

土
'む
を
得
な
い
。
猫
の
名
能
が
人
の
ロ 

に
上
れ
ば
上
る
，だ
け
、
：敎
授
任
命
に
好
都
舍
で
，
あ
，
る
。
.
取
の「

扫
浼
問
/M」

'
は
頗
る
好
；|
|ゼ
、
：自
身
該
書
|
の
殆
ど
如
何
.な

る

部

分

も

.結 

局
正
し
•い
と
確
信
し
て
ゐ
る
か
ら
、
恐
る
\

と
こ
ろ
は
な
い
。」

と
。
ど
の
文
杧
在
る
敎
授
任
命
が
事
實
そ
の
丹
末
に
實
現
し
た
こ
と
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、
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齎
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直
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間

接
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就

果
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あ

る
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.そ
れ
が
彼
に
.對
し
て
豫
期
の
、.
或
.ひ

は

豫

期

以

上

..の

成

功

を

齎

し 

た
事
實
か
;^

見
.て
"

彼
自
身
に
と
つ
て
極
め
て
大
な
る
意
義
を
'有
'す
る
こ
と
■
は
疑
ふ
.
.ベ
く
も
，光
，；

S
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彼

の

爾

後

の

他

角

的

，に

し

て

精

力 

.的

な

活

動

ば:；"

こ
れ
に
ょ
つ
て
獲
得
さ
れ
た
地
位
と
各
聲
を
土
裏
と
し
て
始
め
て
'可
能
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と
な
つ
た
と
言
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ぅ
る
か
ら
で
あ
る
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而
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か
れV

居
り
、
魅
カ
と
效
操
を
萸
に
加
へ
ぅ
る
が
如
き
、も
の
は
何
一
つ
筲
か
れ
て
办
な
い
。
併
し
そ
の
豫
言
は
實
現
さ
れ
ず
、

.
そ
の
.基
. 

礎
を
な
す
論
法
は
怪
し
く
、
今0-
こ
れ
^
再
_
す
れ
ば
、..餘

省

に

無

理

セ
1
.つ
誇
張
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れ
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ゐ
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こ.と
が
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き
は
ー
7
,き
過
ぎ
で
あ
ら
ぅ
。
ぞ
，匕
p
は
#
•の
諸
々
の
重
要
資
源
も
摩
\加
1
て
打
る
し
、，
鬼
に
は
沏
度
や
組
織
乃
至
は
巨
忙
見
え
な
い
諸 

•要
素
が
力
.强
く
働
い
て
.ゐ
る
。
英
國
が
他
國
.に
次
第
•に
壓
倒
さ
る
A
に
至
つ
た
生
た
る
理
Hi
は
、
在
炭
涸
揭
に
在
る
に
非
ず
し
て
、
そ 

o
陳
腐
な
る
坐
^

^

*に
求
む
べ
き
で
あ
ら
ぅ
.。

併

，
し

こ

の

毽

の

見

'僻
ば
暫
く
，措
く
と
、

.て
、

浩
干
の
疑
問
を
描
”
し
ょ
ぅ
.。

•

彼
の
を
體
茶
の
重
要
な
甚
礎
は
、
.
彼
の
所
調
59
:
,會
成
長
^

法
’則
で
>あ
る
-。

,
定
期
間
內
に
A

ロ
が
ニ
倍
と
尨
，れ
ば
、
條
件
に
し
て
略 

'

々
同
一
な
る
限
り
、
.次
'
の
同
.一
撕
間
内
.に
人
ロ
は
更
に
倍
泛
る
0
、
こ
れ
，は
.マ
.ル
サ
ス
の
原
則
で
‘

り
、
ま
た
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ス
の
原
則 

<

e
も
あ
る
。
唯
異
る
と
こ
ろ
ば
、
後
者
は
こ
れ
を
人
口
に
限
定
必
ず
、
社
會
事
象
'

般
に
擴
充
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
私
は
'そ
こ
に 

’.
I

ヶ
'
6
重
大
，な
る
論
理
の
飛
躍
を
感
ぜ
ざ
る
‘を
得
な
い
。
增
殖
S

沉
々
、自
然
的
生
理
的
現
象
に
過
ぎ
な
.い

か

ら

、
.各

世

代

が

同

一

行

爲 

を
繰
返
し
、
足
ヴ
て
前
收
弋
で
於
ぐ
倍
加
す
れ
ば
.

今
世
代
に
於V

も
亦
倍
加
す
る
こ
と
は
蕺
も
不
思
議
で
は
な
い
。
然
る
に
社
#
的 

ヒ

匕
,/
0

事
象
-に
於
て
は
、
新
た
な
る
世
_价
は
常
に
そ
れ
，以
前
の
#

代
の
遺
趦
の
上
'に
立
つ
の
で
あ
つ
て
、
社
#

的
進
步
は
實
に
こ
の
遺
，
 

能
繼
承
を
前
提
と
し
て
の
み
考
へ
ら
れ
，る
の
'
で
あ
.
る
'。
二 

t

時
期
に
疫
る
也
產
方
法
が
齎
ら
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の
ま
V

で
、 

或
ひ
^.A

い
改
良
さ
れ
た
形
態
で
、
次
代
'に
受
け
繼
が
れ
、
ま
た
そ
の
，方
法
に
ょ
つ
て
獲
得
さ
れ
た
富
は
•次
代
の
利
用
に
委
ね
ら
れ
る
。 

’
汉
前
の
世
ャ
と
新
た
な
る
‘世
代
と
は
、
出
發
點
の
條
件
が
先
く
異
；
の
で
あ
つ
•
て
.
、
社
#

の
成
長
■を
一

K

々
す
る
に
際
し
で
、
條
件
'の
同 

•1.

を
含
ま
し
め
る
5̂

如
き
は
、
全
く
事
實
と
背
li
f
e
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
社
會
成
長
の
法
則
な
る
も
の
は
、
も
し
あ
り
と
す
れ
ば
決 

し
て
均一

的
幾
挪
級
數
的
發
展
狀
態
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、"
遺
產
.が
'未
だ
餘
り
1

外
に
レ
て
充
分
な
る
利
用
の
不
对
能
な
る
段
階
に
在
. 

つ
て
.は
、
發
蔽
の
速
度
.は
遲5

な
る
が
當
然
で
.

そ
れ
が
或
る
大
さ
に
達
ず
れ
ば
極
め
て
旺
盛
な
る
進
谈
を
示
す
べ
く
、
更
に
、
.
そ
.れ 

が
或
る
稗
度
t

超
免
れ
ば
.、
謂
は
-̂

附
加
部
分
の
效
用
’
の
相
對
的
低
下
に
‘ょ
つ
セ
’
最
早
や
從
前
の
速
度
は
示
さ
な
く
な
る
で
あ
ら
ヲ
。：
 

削
ち
例
、
i

パ
ー
レ
•

リ

ー

ド

曲

線
.に
示
さ
る
、
が
如
き
、飽
和
點
に
{
|
っ

て

漸

近

ず

，
る

進

路

こ

そ

、

社

會

事

象

一

般

：に

關

す

る

發

展

法

见

备

ふ
べ
4

あ
.ら
デ
。
そ
し
て
醫

點

H
,

接
近
f

と
き
’

何
等
か
S

大
な
刺
戟
；

へ
ら
れ
る
な
ら
ば
，
そ
の
期
を
出
發
點
；
 

と
し
て
次
の
新
た
な
る
發
展
法
測.の
■支
配
s

r

け
る
，の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
水
限
，̂
な
く
線
返
，へ
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
此
會
は
限
り
な 

' 

く
發
達
し
ぅ
る
の
でf

1

國
が
現
に
有
す
.る長
所
が
近
く
失
は
れ
f

.
い
0

X

V繁

％

永
久
に
阻

止

复

f

考
へ
るg

t
r

.
:愚
か
と
言
は
ん
よ
りS

寧
ろ
悲
.慘
で
あ
.る
。
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パ

ン
ス
ば
極
め
，て
短
期
，間
の
統
記
か
ら
、
、
石
炭
消
費
重
の
年
-々の
增
加
率
を
三•
五
’
f

計
算
し
た(

同
書
ニ
六
九
頁〕
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一
へ 

'」

ハ
〇
年
當
時
？

.消

靈

■

々
#

萬
？

■

さ
れ
t

ら
い
も
し
.こ
の
？

で
增
加
じ
來
つ
た
と
す
れ
ば
、
例
人
ば
七
七
五
年
後

r 

為
：';
'
:
:
:
:
'

」

像
ー
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逢
典
^

漱
证
.

|

^
;$
1-
«

^-
.
嫌
_

る
_

_

鳘
際
^

、然

ら

ば

英

國

は
^ .H

ヴ
ォ
，
ン
ス
の
言
ふ
が
如
き
石
炭
涸
祸
に
阻
止
さ
れ
た
か
と
.い
ふ
に
、恐
ら
ベ

何
人
も
否
定
的
に
答

へ

る

で

あ
ら
ぅ
。 

.

.

.

.
f年
の
坐
费
湖
^

l

«

J

a

^

«

p
-f
c

-*
::
b
、，
外
：厕
乂
寶
«
し
龙
»:
.
量
は
！̂

-S
1百
萬
噸
、
即
ち

同
f
の
白
本
の
金
消
費
量
を
千
萬 

'
■

顿
も
突
破
し
ズ
ゐ
る
。
世
界
最
大
办
石
茨
國
ァ
メ
リ
か
す
ら
外
國
に
賓
渡
じ
免
數
量
は
千
评
萬
噸
に
過
ぎ
ず
、
石
炭
輸
出
國
と
，し
てJgr 

■

•
指
め
獨
逸
す
ら
、
輸
出
: *
:
は
こ
'千
ニ
-百
萬
项
强
に
過
ぎ
な
い
’ノ
然
ら
ば
世
坭
，£

^

す̂

る

こ

の

贫

國

，の
輸
出
量
は
艰
し
て
何
を
物
語
る 

.

.
'
.
.
か
デ
^
れ
は
物
理
的
涸
渴
を
も
ャ 

，
.

.

.

‘ 

'

英
國
の
衰
亡
^

今
や
明
か
セ
あ
る
。
併

基
‘れ
裒
し
て
ジ
.
-
ヴ

，ォ
，
ン

ス

の

想

像

し

.た
形
で
は
や
つ
て
來
な
か
-
つ
た
。
彼
の「

石
炭 

.

.

問
題」

を
通
1

し
て
.感
得
し
|

こ
と
，
は

、

次

の

如

き

も

，
の

ヤ

あ

る

。

即

ち

-
‘
鹤
濟
學
.の
正
し
t

方
法
が
理
.

と
露
の
結
合
に
相
る 

と
と
-^

勿
論
で
あ
？

'

彼
8

圖
し
.-
^

-

^
ろ
.
^
確
か
に
こ
左
在
つ
た
崖
は
ル
る
が
、
，上
記
の
如
く
.
指
導
理
論
に
M

大
な
る 

缺
陷
が
あ
り
つ
他
方
事
實
な
>

含

が

、
，
例

べ

ぱ

短

濶

間

よ

り

導

か

れ

.た
增
加
_

の-
如
き
羸
弱
な
る
數
务
な
る
像
合
に
は
、
兩
者
を
如 

作
に
巧
み
に
組
合
せ
'た
と
こ
ろ
で
、
科
學
的
結
論
は
決
し
て
求
め
ふ
れ
な
い
と
い
ふ
；
と
で
.あ
るo
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